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Ⅰ研究にあたって 

１．研究主題 

 

 

 

 

  

 

 

 

２．主題設定の理由 

本校の研究主題は、「豊かに学ぶ子どもを育てる」である。この豊かに学ぶ子を、  

 

 

 

 

 

とする。  

また、本校の教育目標は、「豊かな人間性とたくましく生きる力を育てる教育実践を推進

する」である。校訓には、次の３点をかかげている。  

 

・ねばり強い子  

・よく考える子  

・明るい子  

 

このような児童の育成に向け、「わかる」「できる」「楽しい」授業の創造が求められる。

この目標を達成するために、本校では、研究教科を昨年度より国語科とした。国語科で培わ

れる言葉の力は、各教科で言語活動を充実させるのに基礎的基本的な技能として大切なもの

である。そのような言葉の力は、豊かに学ぶ子どもを育てるうえで大きな支えとなるものと

考える。  

また、本校では、昨年度の「全国学力・学習状況調査」において、「国語の学習が好きで

すか」という問いに「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童が、「全

体の 51.7％にとどまっている。これは、昨年度だけに限ったことではなく、これまでの全

国学力学習状況調査」からも同じような傾向がみられた。そこで、まずは、児童の「国語

が好き」を増やすために、言語活動を通して、児童の興味・関心をてこに、児童が意欲を

もって主体的に取り組める単元設定の工夫が求められる。  

授業を構想するにあたっては、目的に応じて読み、そこで得た知識や技能を生かし、表

現してみることで、学んだ言葉の力が必要な場面で活用できるようにと考えた。そのよう

にして自分の学びを実感することは、学習したことへの自信にもつながる。また、このよ

うな経験の積み重ねが、学び続けるために必要な言葉の力を育んでいくことになると考え

る。  

 

豊かに学ぶ子どもを育てる 

～読む能力の高まりを目指して～ 

 ・自信をもって学習に取り組む子。  

・主体的に取り組むことのできる子。  

・学び続けることのできる子。  
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Ⅱ研究の概要 

１. 学年目標 

今年度は、「Ｃ読むこと」の説明的文章を重点教材とした。そして、定着させたい知識や

技能を明らかにするため、学習指導要領の指導事項を踏まえ、年間を通しての低・中・高

学年の目標を以下のように設定した。  

 

 

低学年 ・書かれている事柄の順序を考え、内容の大体を読むことができる。  

    ・楽しんで読書をしようとする態度を育てる。  

 

中学年 ・中心となる語や文をとらえて、段落相互の関係に着目して読むことができる。  

    ・幅広く読書しようとする態度を育てる。  

 

高学年 ・文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら読むことができる。  

    ・読書を通して考えを広げたり深めたりしようとする態度を育てる。  

 

 

２. 研究の内容 

(1) 学習意欲の向上を図る言語活動の工夫 

単元を構想するにあたっては、教材文分析と児童に付けたい力とを勘案し、児童の興

味・関心を引き付けられるような言語活動となるようにする。更に、教材文を読むことで

得た基礎的・基本的な知識・技能を基に、それらを活用して表現活動へと展開していくよ

うに工夫した。例えば、文章の構成や表現方法、作者のテーマ性など、表現活動を行うう

えで必要な技能や知識を習得するために読む。そして、学んだ知識や技能を使い、自分の

言葉で表現していくというものである。また、学習活動を通してどのような言葉の力を学

ぶのかということを、児童自身も課題としてつかめるように指導者が作成した作品のモデ

ルを提示し、学習の見通しをもたせたり、学習の流れが分かる掲示物を作成し、提示した

りした。以上の考えに沿う単元の流れは、次の図の通りである。  

 

 

 

。  

 

 

 

 

 

 

 

(2) 基礎的基本的な知識・技能の習得 

・学習環境の整備  

 「声のものさし」、姿勢、話すこと・聞くことの約束、ハンドサイン、話型を全校で統

一して作成し、掲示した。また、学習した基礎的基本的な知識や技能について、読むこと

《単元の流れ》 

Ⅰ次           Ⅱ次         Ⅲ次  

 
単元全体の見通し

を立て、学習でど

のような知識・技

能を学ぶのか課題

をつかむ。  

3 次で活用するた

め の 知 識 や 技 能

を 読 む こ と を 通

して学習する。  

2 次で習得し

た知識や技能

を生かし、表

現する。



3 

 

に関わる主な内容を掲示し、必要なときに振り返ることができるようにした。  

さらに、児童が日常的に、本に親しむことができるよう、当該学年の国語科の教科書に

取り上げられている本を中心に学年に応じた本を選び、各教室近くにブックトラックを利

用して常置した。  

 

 〈ハンドサイン〉  

  グー・・違う意見  パー・・同じ意見  チョキ・・付け足し  一本指・・質問  

 

〈話すこと聞くことの約束〉  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈話 型〉  

 

 

あ 相手を見て                       か 顔は相手の方に 

 い 意見をくらべ                     き 聞こえる声で 

 う うなずきながら                   く 口を大きくあけ 

 え え顔で                     け 結論から 

 お 終わりまで                     こ 言葉ははっきり 

        聞こう                           話そう 

 

 

低 

 

 

 意見発表 

 同じ意見 

 違う意見 

 

 質 問 

 

 はい・・・です。（・・だと思います。） 

 ○○さんとおなじで・・・です。 

 ○○さんとちがって・・・です。 

 どうしてかというと・・・だからです。 

 ・・がよくわからなかったので、もう一度せつめいしてください。 

 ・・・って、何ですか。 

 

中 

 

高 

 

 

 

 意見発表 

 

 同じ意見 

 

 

 違う意見 

 

 

 付け加え 

 質 問 

 

 

考えを変える 

 

考えを比べる 

☆ はい・・・です。（・・だと思います。）  

・どうしてかというと・・・だからです。 

☆ ○○さんと同じです。  

・それは～だからです。  

・～（の資料）に～とあるからです。  

☆ ○○さんと（少し）ちがって・・・です。 

 どうしてかというと～だからです。 

 ～（の資料）に～とあるからです。  

☆ ○○さんに付け加えて～です。 

☆ ○○さんに質問します。どうして・・・なのですか。 

☆ ～がよくわからなかったので、もう一度説明してください  

☆ ～って、何ですか。 

☆ 私は～と思っていましたが、○○の考えを聞いて、～と考える

ようになりました。 

☆ ○○は～だけど、△△は～だから、～だと思います。 
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・意見交流を活性化させるための指導方法や指導材の工夫 

読み取ったことや考えたことを交流する場を設定した。児童が話合いを通して、自分の

考えとの違いや読み方の違いに気づくとともに、必要な情報を取り出し、自分の考えを広

げていくことができると考えたからである。場の設定に当たっては、交流の形態を児童の

実態や学習場面に応じて、適切に選択することが大切となる。例えば、話すことで自分の

意見を整理したり、緊張感が緩和された状態で話したりできるようにする場合には、ペア

交流、グループ交流が適している。また、全体交流など多数の友達で交流すると、異なる

意見や自分とは違う視点での意見交流ができ、視野が広がるなど相互作用を通じての学び

の機会につながりやすい。このように、それぞれの意見交流のよさを考慮し、効果的に 1

時間の学習の中へ取り入れていくようにした。  

  交流を有効なものとするためには、自分の考えをもって参加することが大切である。そ

のために、ワークシートやシンキングツール 1などの指導材の工夫にも取り組んだ。シン

キングツールとは、頭の中にある情報を具体的なかたちにして書き込むための簡単な図形

の枠組みのことである。（具体例は、実践事例を参照）思考を視覚化することで、教材文

や本から取り出した情報を取捨選択したり関連付けたりするときなどに、考えた事を整理

しやすくなると考えたからである。  

 

 ・学習課題を基にして学びを振り返ることができる評価方法や場の工夫 

学習活動の中での評価の方法や場を工夫することにより、児童それぞれが、その時間の

学習課題を意識できるようにしていった。そして、課題が達成できたかどうか自己評価す

ることにより、次の学習に向けた自己の課題も意識されるものと考えた。また、友達と相

互評価し合い、互いの良さや足りない点に気づくことで、互いに学び合う態度を育てると

ともに学習の達成感や充実感を味わえるようにした。さらに、これら学習課題と一体とな

った評価は、指導者の資料としても活用できるものと考えた。 

 

(3) 図書の計画的な活用   

読書量の充実が読む力の伸長にもつながると考え、各教材での学びをより確かで豊かな

ものにするために、多読にひらく活動を単元計画の中に位置付けた。図書を選定するにあ

たっては、必要に応じて、東淀川図書館とも連携し、団体貸し出しの利用も行うようにし

た。  

また、朝の「読書タイム」の設定や「自

動車文庫」の利用、学年毎の関連図書の配

置など、常に児童が本に親しめるような場

作りを行った。更に、地域や保護者と連携

した読み聞かせ「絵本ばたけ」や、図書委

員会の児童による絵本や紙芝居の読み聞か

せを行い、本に親しむ機会を増やしていく

ようにした。  

このようにして、図書の計画的な活用を

図るようにした。  

                                                   

注・ 1 関西大学初等部 『思考ツールを使う授業』さくら社 2014.2 を参考に作成  

 

 

 

「絵本ばたけ」の様子  



5 

 

Ⅲ研究の組織と経過 

１．研究の組織 

 

２．活動内容  

○ 全体研究会  

  ・ 研究授業・研究討議会  

    各学年及び研究推進委員会で検討・作成された指導案により、各学年 1 名の代

表者が授業を行い、全員が参加する。授業後、研究討議会において、実践につい

ての指導法や指導計画を振り返り、成果と問題点を整理し、今後の授業研究の課

題を明らかにする。  

 ○ 全体研修会  

  ・ 本校の課題や研究内容について全員で共通理解を深め、指導力の向上に努める。  

    （児童理解・人権教育・事例研修など）  

 ○ 学年研究会  

  ・ 研究主題をもとに各学年の研究計画を立て、授業を通して指導法を工夫する。  

・ 隣接する 2 学年が連携し、日常の授業研究や指導法を工夫できるようにする。  

 ○ 研究推進委員会  

  ・ 研究部長、各学年 1 名の代表者、教務主任、教頭、校長で組織する。  

  ・ 研究内容を明らかにし、主題に関わって研究の方向性を示す。  

  ・ 指導案の検討や資料の収集・整理にあたり、各学年の実践記録をまとめる。  

○ 若手研修会  

  ・ メンターを中心に、５年目までの若手教員で組織する。基本的な指導法や各自

の課題について交流し、研鑽する。  

 

 

全体研究会・全体研修会  

研 究 推 進 委 員 会  

低学年部会  中学年部会  

 

校 
 

 
 

 
 

長 

教 
 

 
 

 
 

頭 

高学年部会  

 

学 年 研 究 会 
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３．研究・研修の経過 

 

月  研究会・研修会  研究・研修の主な内容  

４  

 

５  

 

 

 

 

６  

 

 

 

 

７  

 

８  

 

 

 

９  

 

 

10 

11 
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１  

 

２  

 

３  

 

全体研修会  

研究推進委員会  

人権教育研修会  

実技研修会  

研究推進委員会  

授業研究会・討議会  

人権教育研修会  

研究推進委員会  

安全教育実技研修会  

授業研究会・討議会  

研究推進委員会  

メンター研修会  

授業研究会・討議会  

実技研修会  

研究推進委員会  

研究推進委員会  

実技研修会  

全体研修会  

研究推進委員会  

人権教育研修会  

授業研究会・討議会  

授業研究会・討議会  

授業研究会・討議会  

全体研修会  

人権教育研修会  

人権教育研修会  

研究推進委員会  

実技研修会  

研究推進委員会  

実技研修会  

全体研修会  

東淀川区教員研究発表会  

実技研修会  

メンター研修会  

人権教育研修会  

人権教育研修会  

研究推進委員会  

・ 研究内容の共通理解  

・ 研究の組織と年間研究計画の作成  

・ インクルーシブ教育  

・ スポーツテストの実施について  

・ 高学年指導案検討  

・ ６年「イースター島にはなぜ森林がないのか」  

・ 児童理解   

・  高学年指導案検討  

・ 救急救命法  

・ ５年「動物の体と気候」  

・ 中学年指導案検討  

・ 指導力向上のために  

・ ４年 「ヤドカリとイソギンチャク」  

・ 国語科学習指導研修  

・ 中学年指導案検討  

・ 低学年指導案検討  

・ 音楽科研修  

・ 夏季研修等伝達講習  

・ ４~６年研究紀要検討  

・ 区人権教育講演会  

・ ３年 「自然のかくし絵」  

・ ２年 「ビーバーの大工事」  

・ １年 「いろいろなふね」  

・ 「協働的に学ぶ学習」についての伝達講習  

・ インクルーシブ教育  

・ 区人権教育実践交流会  

・ ３~１年研究紀要検討  

・ ICＴ研修  

・ 区教員研究発表内容検討  

・ ICＴ研修  

・ 区教員研究発表会リハーサル  

・ 東淀川区教員研究発表  

・ 外国語活動研修  

・ 授業改善に向けた交流会  

・ 児童理解  

・ インクルーシブ教育  

・ 次年度の研究について、新年度の計画  
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第１学年の実践 

国語科学習指導案 

指導者   尾小谷 純也  

 

日  時  平成 28 年 11 月２日（水）第５校時（13：45～14：30） 

学年・組  第１学年１組（在籍 29 名） 

単   元  のりものについてかかれた本をよんで、「のりものブック」をつくろう 

                     （「いろいろなふね」 東京書籍 1 年下） 

 

１．教材間の関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．学習目標 

○ 乗り物について書かれた本や文章を関心をもって読み、意欲的に説明的な文章に書き表

そうとする。 

・ 事柄の順序に気をつけて、内容の大体と文章の構成を読み取ることができる。 

・ 乗り物について書かれた本や文章を選んで読むことができる。 

・ 順序を考えながら、乗り物について、説明する文章を書くことができる。 

 

３．評価規準 

国語の関心・意欲・態度  読む能力  書く能力  言語に関する事項  

・乗り物に興味を持

って、本や文章を

読んだり、好きな

乗り物について調

べたりしようとし

ている。  

・事柄の順序に気を

つけて、内容の大

体と文章の構成を

読み取っている。  

・だいじな言葉や文

を見つけながら文

章を読んでいる。  

・好きな乗り物を調

べるために、乗り

物について書かれ

た本や文章を選ん

で読んでいる。  

・乗り物の特徴が伝

わるように、語と

語とのつながりを

意識しながら、文

章に書くことがで

きる。  

・主語と述語の関係

に注意して文章を

読んでいる。  

 

前単元  

1 年 6 月  

どうやってみをまも

るのかな  

・事柄の順序に気をつけ

ながら内容を正しく

読み、自分の経験や知

識をもとにまとめる。 

本単元  

1 年 11 月  

いろいろなふね  

 

・書かれていることを事

柄ごとに正しく読み

取り、ほかの本を読ん

で調べたことをまと

める。  

次単元  

2 年 10 月  

 ビーバーの大工事  

 

・だいじな言葉や文に気

をつけながら文章を

読み、ほかの本を読ん

で調べたことをまと

める。  

 



8 

 

４．指導にあたって 

【児童観】 

  本学級の児童は、読書に意欲的に取り組んでいる。１学期に配布した読書ノートを用い

て、読書記録をつける児童も多い。しかし、感想の欄を見ると「おもしろかった」という

ような感想が多く、何が面白かったのかを聞いても、的確に答えることができる児童は少

ない。それは、内容をしっかりと理解していないからであると考える。 

６月に説明文「どうやってみをまもるのかな」を学習した際には、音読を十分に行って

いたこともあって、それぞれの動物がどうやって身を守るのか、楽しく動作化をすること

はできた。しかし、内容の理解が十分ではないので、教材文を読んで、自力でボーン図に

まとめる際には、まとめたい内容がどこに書かれているのかを探すことができない児童、

どのように書けばよいのか分からなくて戸惑う児童もいた。だが、教科書以上の内容につ

いて、もっと知りたいという気持ちは強く、意欲的に質問をする姿が見られた。Ⅲ次では

「どうやってみをまもるのかなぶっく」を作った。ダンゴムシやカタツムリ、タコなど、

児童になじみの深い生き物が、どのようにして身を守るのかを学級全体で話し合いながら

ボーン図を使ってまとめ、教材文と同じ形式の説明文にまとめた。この活動では、話し合

いながらボーン図に書き表したこともあって、誰もが意欲的に活動することができ、それ

ぞれが複数の生き物についてまとめることができた。ここでは、自分の知っていることを

クラス全体で共有したため、自分で本を読んで、必要な情報を取り出すということは行っ

ていない。 

本単元の学習を通して、しっかりと本や文章を読み、内容の大体をとらえるとともに、

大事な言葉や文がどこに書かれているのかを見つける能力を養っていきたい。 

  

【単元観】 

児童の実態を受け、付けたい言語の力を「Ｃ読むこと」の指導事項イ「時間的な順序や

事柄の順序などを考えながら内容の大体を読むこと」、指導事項オ「楽しんだり知識を得た

りするために、本や文章を選んで読むこと」とする。この力をつけるために、本単元では

「乗り物について書かれた本を読んで、『乗り物ブック』を作る」という言語活動を位置付

ける。 

  本教材は、「始め」「中」「終わり」の３つから構成されており、１年生にとっても分かり

やすい構成であるとともに、説明文の典型的な文章構成となっている。 

  １段落が１文で構成されており、４つの例はいずれも、役目を述べている段落、構造や

装備などについて述べている段落、機能、すなわち、構造や装備などでできることを述べ

ている段落から構成されている。よって、一つ一つの例がどのように述べられているのか

をボーン図にもまとめながら学習していくことで、文章の構成について容易に気付くこと

ができる。 

  この単元ではボーン図というシンキングツールを用いる。これは、文章の構造を把握す

るのに適したシンキングツールであり、魚の頭、３つに分けた魚の胴体からなっている。

魚の頭の部分に「船（乗り物）の名前」を書き、胴体をそれぞれ「何のための船（乗り物）

か」「そのためにどんな構造や装備があるか」「それで（そこで）できること」を書くよう

にする。これは、前述したように、教材文の構成と同じである。それゆえ、どの船につい

ても、同じ構成で書かれていることを視覚的に理解できると考える。 

  また、並行読書を行いながら、自分の興味のある乗り物を見つけていく。第Ⅲ次では、

興味のある乗り物を、学習したボーン図にまとめ、説明文に書く。児童が書いた説明文は、

学級の人数分印刷して「のりものブック」として配布する。 
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  このような学習活動を行うことによって、付けたい言語の力を習得させていく。 

【指導観】 

  Ⅰ次では、学習の見通しをもつために、指導者が作成した「のりものブック」の見本を

提示する。前単元でも、似たようなことを行っているので、児童も、興味をもつことがで

きるのではないかと考える。その後、文章構成にも目を向けさせ、どの船のことが、どこ

からどこまでに書かれているのかを話し合う。これに並行して、自分の興味のある乗り物

を探すことができるように、乗り物の本コーナーを設置し、並行読書にも取り組むように

する。 

  Ⅱ次では、実際に教材文を読み進めていく。 

客船について読む際には、ボーン図の使い方を復習し、どこにどのようなことを書くの

かを理解できるようにする。この時、「～をするためのふねです」「～には…があります」

などの言葉に着目させる。それぞれが役目、構造を示していることや、その船が持つ構造

や装備などを用いてできることが書かれているということに気付かせる。ここでは、教材

文を拡大して掲示し、指導者が色を分けてラインを引くことで、どの船も同じ文章の構成

になっていることに気付くことができるようにしたい。ボーン図にまとめる際には、大事

な言葉や文は何かを見極め、常体で書くことができるようにする。客船の写真をたくさん

用意し、客船について知っていること、乗った（見た）経験があるかなどについて話し合

いたい。そうすることで、船に対する興味関心を強めたい。 

本時ではフェリーボートを学習する。客船とは違って、乗った経験がある児童が多いと

考えられるので、生活経験と結びつけながら学習を進めていきたい。「きゃくしつや車をと

めておくところがあります」という記述があるものの、それに関する写真が少ないので、

想像を広げにくい。そこで、フェリーボートに関する写真をたくさん用意し、乗ったこと

のない児童も、見て分かるように支援したい。客船と同じように、ボーン図を使ってまと

めていくが、その後には、ペアトークを行うようにする。隣の児童と自分が書いたものを

見せ、説明しあう活動を行うことで、自分の考えを深めたり、訂正したりする時間を確保

したい。ペアトークの後、全体で交流する。全体で交流する際には、どの言葉に着目した

のか、どの形式段落に書かれているのかを一つ一つ確認する。そうすることで、客船と同

じ書きぶりであることに気付かせたい。 

漁船と消防艇も同様に学習を進めていくが、文章の構成は同じであるので、児童それぞ

れが、自分の力でまとめていくことができるようにする。 

Ⅲ次では、自分の興味のある乗り物を選んで、「のりものブック」を作る。興味のある乗

り物が「何のための乗り物か」「そのためにどんな構造や装備があるのか」「それで（そこ

で）何をするのか」という三つの観点でボーン図にまとめる。その後、教材文と同じ文章

構成で、その乗り物について説明する文章を書く。学級全体で読み合って修正した後、「１

年１組のりものブック」として、全員分を印刷し配布したい。 

 

５．学習指導計画（全 11 時間）  

次  時  学習活動  支援のあり方（発問・助言・補説 等）  

Ⅰ  

 

 

次  

１  

 

 

 

 

○ 全文を通読す

る。 

 

○ 「のりものブッ

ク」を作るという

・ 全文を通読し、どのような船について述べられて

いるのかを理解できるようにする。 

・ 指導者が作成した「のりものブック」を提示する

ことで、学習の見通しをもつことができるようにす

るとともに、Ⅲ次での例となるようにする。 
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２  

 

学習の見通しをも

つ。 

 

○ 全文を形式段落

に分け、それぞれ

の船がどの段落に

書かれているのか

をまとめる。  

 

 

 

・ 形式段落に番号をふり、それぞれの船がどの段落

に書かれているかをつかむことができるようする。

また、教材文全体の構成についても、捉えることが

できるようにする。 

・ 乗り物の本コーナーを設置し、並行読書をするこ

とができるようにする。 

Ⅱ  

 

 

次  

３  

 

 

 

 

 

 

 

 

４  

 

本  

時  

 

５  

６  

○ 客船について書

か れ た 段 落 を 読

み、ボーン図にま

とめる。 

 

 

 

 

 

○ フェリーボート

について書かれた

段落を読み、ボー

ン図にまとめる。 

 

○ 漁船、消防艇に

ついて書かれた段

落を読み、ボーン

図にまとめる。  

 

・ ボーン図とは何かを振り返り、書かれていること

を観点別にまとめていくようにする。 

・ 客船に乗ったことがあるかなど、児童の体験など

について問い、客船がより身近なものと感じられる

ようにする。また、写真をたくさん用意し、イメー

ジをつかむことができるようにする。 

・ 拡大した教材文に、指導者が色を分けてサイドラ

インを引くことによって、それぞれの形式段落に書

かれていることが何かを把握できるようにする。 

・ ボーン図に観点別にまとめる。この際、前時に学

習した文章の構成を想起させるようにする。 

・ 観点別にまとめていく中で、フェリーボートにつ

いて話し合う。このとき、写真をたくさん提示し、

イメージを深めることができるようにする。 

・ 客船、フェリーボートと同じ構造をしているので

はないかという見通しをもたせ、漁船・消防艇につ

いてまとめる。 

・ 前時までと同様に、写真を用意し、イメージを広

げることができるようにする。 

Ⅲ  

 

 

次  

７  

 

 

８  

 

 

９  
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11 

○ 「のりものブッ

ク」に書く乗り物

を決める。  

○ 興味のある乗り

物を選び、ボーン

図にまとめる。 

○ 説明文を書く。 

 

 

 

○ グループで校正

する。 

○ 「のりものブッ

ク」を読み合う。 

・ 並行読書してきた中から、どの乗り物について「の

りものブック」に書くのか、振り返ることができる

ようにする。 

・ 並行読書してきた乗り物についての本や文章か

ら、一番興味のある乗り物を選び、ボーン図にまと

める。  

・ 教材文の構成を用いて、乗り物を説明する文章を

書く。  

・ ヒントカードを用意し、支援が必要な児童に配布

することができるようにする。  

・ それぞれが書いた文章を読み合い、校正をするこ

とができるようにする。  

・ 完成した「のりものブック」を読み合い、いろい

ろなものの見方や感じ方があることに気付くこと

ができるようにする。  
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６．本時の学習 

① 本時の目標 

  ・フェリーボートについて書かれているところを読み、ボーン図にまとめることができ

る。  

   

  ② 本時の展開 

 学習活動 ★発問 ◎助言 ○指示 ▼支援  

１．本時の課題を確認する。  

 

 

 

２．教材文を読む。  

 

 

 

３．フェリーボートがどのような船か、

ボーン図を用いてまとめる。  

 

 

 

４．  書いたことを交流し合う。  

   

・ペアで  

 

 

 

  ・全体で  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめの音読をする。  

 

 

６．  評価をする。  

▼ 本時の課題を板書し、全員で読んで確かめる。 

 

 

 

○ フェリーボートがどのような船か書かれてい

るところに注意しながら、教科書を読みましょ

う。 

 

★ 教科書を見ながら、フェリーボートがどのよ

うな船なのか、お魚図にまとめましょう。 

◎ 客船が、どのような順で書かれていたのかを

思い出しながら、まとめましょう。 

 

○ どのようなことを書いたのか、隣の人と話し

合いましょう。 

▼ まずは右側の児童から発表させ、その後、左

側の児童が発表するようにする。発表を通して、

書き直したり、書き加えたりすることができる

ようにする。 

▼ 写真と対応させながら、どこのことを説明し

ているのか、把握することができるようにする。 

▼ フェリーボートに乗った経験や、見た経験な

どを問い、どのような船なのかを身近に感じる

ことができるようにする。 

▼ できるだけ、写真を用意し、イメージを膨ら

ませやすいようにする。 

▼ 教科書を拡大したものを用いて、述べられて

いる順が明確になるようにする。 

 

▼ 本時の学習内容を振り返りながら、音読をす

るようにする。 

 

○ フェリーボートについて、自分でまとめるこ

とができたかを、◎○△で評価しましょう。 

｛評価｝ 

・ フェリーボートがどのような船か、ボーン図

にまとめることができたか。 

フェリーボートがどのようなふねか、まとめよう。  
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７．指導を終えて 

（１）学年の取り組み 

  本学年では、以下の３点について重点的に取り組んできた。 

１点目は、教材文に書かれている言葉をきちんと理解し、語彙を増やすことができるよ

うな学習計画の立案である。例えば、物語文「サラダでげんき」では、「たちまち」や「の

っそり」、「せかせか」などの言葉に着目し、意味を前後の文章から推測して話し合ったり、

動作化したりすることを通して、意味理解を図ってきた。また、挿絵や写真も、言葉を理

解する上で欠かせないものであると気付くようにしてきた。その結果、児童は、説明文・

物語文どちらであっても、文章の内容を把握するために、文章をしっかり読み、写真など

も注意して見ることができるようになりつつある。 

２点目は、自分の意見を述べることができるような支援である。全校で、ハンドサイン

や話型を統一していることもあり、本学年でも、これらを用いて、自分の意見をしっかり

と相手に伝えることができるように指導してきた。これらはすっかり定着し、使いこなす

ことのできる児童も増えてきている。また、ペアトークをどの教科の学習でも取り入れて

きた。隣の児童と自分の意見を交流することで、不安を取り除き、全体交流に臨めると考

えたからである。ペアトークの際には、「ここが違うね」とか「同じだね」、「どうしてそう

考えたの」とそれぞれの意見に対して、気付いたことを述べたり、質問したりするように

した。このことを通して、自他の読みには相違点や共通点があることを実感できるように

なった。 

３点目は、読書に広げることができるような言語活動の設定である。「サラダでげんき」

では、学校の図書室から借りてきた同一作者の本を紹介したり、「おとうとねずみチロ」で

は、図書館の団体貸し出しで関連の本を用意したりした。また、本単元の「いろいろなふ

ね」では、乗り物に関する本を用意し、並行読書をした。いつも近くに本があり、いつで

も手に取ることができるようにしたことにより、読書に親しむとともに、自分の興味のあ

る本を選ぼうとする姿が見られるようになった。 

 

（２）本実践の考察 

○ 学習意欲の向上を図る言語活動の工夫 
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本単元では、「のりものブック」を作

るという言語活動を設定した。指導者が

作成した「のりものブック」を児童は興

味をもって見つめ、「僕も作りたい」と

つぶやく児童も多数いた。その後、学習

の見通しを立てる際には、学習の過程を

掲示するようにした。１時間の学習を終

えた時には、船が先に進むようにしたの

で、児童は、「次はこんな学習をするん 

だな」と見通しをもつとともに、楽しみ 

ながら学習を進めることができた。（資 

料①）それに加えて、船の写真や映像

を多数用意したことで、どの船についても、教科書の範囲を超えて学習することに、思わ

ず身を乗り出してしまう児童がいるほど意欲的だった。 

「のりものブック」を書き始める際には、児童は目を輝かせていた。普段は、写真や挿

絵だけで満足している児童も、自分が欲しい情報はどこに書かれてあるのかを必死に探す

姿が見られた。 

 

○ 基礎的基本的な知識・技能の習得 

意見交流を活性化させるために、１時間の学習

の中で、ペアトークを２回行った。（資料②）初

めは隣の児童と、次には、前後で話し合うように

した。こうすることで、自分の意見をより意欲的

に発表することができた。また、教材文に関連す

る写真を多数用意することで、写真から気付いた

ことやどの船に乗ってみたいかなどを話し合う

際の手掛かりとなった。話し合い活動では、ハン

ドサインや話型を用いるようにした。４

月から継続して指導を行ってきている

ので、話型を用いて、きちんと自分の意

見を述べることができるとともに、意見

交流の際に、互いの意見の同じところ、

違うところを意識することで、話し合い

が深まった。「のりものブック」を作る

ために、乗り物の「役目」、「中にあるも

の」、そこで「人がすること」をまとめ

られるように、ボーン図を用いた。（資

料③）前単元でもボーン図を用いていた

ため、児童は、戸惑うことなく、乗り物

についてまとめることができた。また、

毎時間同じものを使って学習するため、苦手意識をもっていた児童も少しずつ書き方を理

解し、自分の力でまとめることができるようになった。それに加え、拡大した教科書に、

指導者が色分けしながらラインを引くようにしたことが、事柄の順序を理解する上で効果

的であった。（資料④）児童は、客船やフェリーボートを学習し終えた後には、サイドラ

（資料① 学習の見通しをもつことができるような掲示物） 

（資料② ペアトークの様子） 

学

習

が

進

む
た
び
に
、

船

を

動

か

し
て
い
く
。 

（資料③ 児童が用いたボーン図） 
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インの色の並び方が一緒だということに気付いた。そ

こで、それ以降の学習では、ほかの船も、同じような

順番で書かれているのだろうかという視点で読むよ

うにした。その結果、漁船や消防艇も同じ書きぶりで

あることが分かり、よりまとめやすくなった。また、

順番以外にも共通していることはないかを探す活動

も行った。船にあるものは常に二つ書かれているとい

うことを見つけさせたかったからである。それが見つ

けられた後には、なぜ二つずつ書かれているのか、な

ぜ一つではいけないのかという点についても考えた。

児童からは、一つよりは二つ書いた方が分かりやすい

という意見が出たので、実際に「のりものブック」を

書く際にも、なるべく、「その乗り物にあるもの」に

は二つのものを書くようにした。「のりものブック」

を作る際には、同じ乗り物を選んだ児童同士、教え合

ってもよいことにした。声をかけ合ってまとめることで、戸惑いも少なく学習を進めるこ

とができた。Ⅲ次で作成した「のりものブック」は以下のようなものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どの児童も、「役目」「あるもの」「人がすること」を分けて説明文を書くことができた。

どの部分に、自分が説明しているものがあるのかも、写真の横に書き込むようにしたので、

読み手が、何のことを言っているのかがよく分かるようになった。右の児童のように、教

材文にはないような一文を書き加えている児童もいる。こうすることで、より自分の伝え

たいことが明確になった。 

毎時間の授業の終わりには、ボーン図にまとめることができたかという観点を提示し、

自己評価を行った。１年生という段階でもあるので、◎、○、△という３段階で評価する

（資料④ 色分けしたサイドライン

を引いた教科書の本文） 

人
が
す
る
こ
と 

 

あ
る
も
の 

 

役
目 

ど
こ
に
何
が

あ
る
の
か
を
矢

印
で
書
き
込
む

よ
う
に
し
た
。 

 

役
目 

あ
る
も
の 

 

人
が
す
る
こ
と 

 

自
分
の
気
持
ち
も

踏
ま
え
て
、
書
き
加
え

て
い
る
。 

 

（資料⑤ Ⅲ次で書いた「のりものブック」） 
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ようにした。おおむねきちんと自己評価を行うことができたのではないかと考える。△の

自己評価をした児童に対しては、個別にアドバイスするなどして、学習に対する意欲が継

続するように支援した。下のワークシートのように、初めは△評価だった児童が、学習が

進むにつれて、○や◎の評価になり、「ちゃんとまとめられるようになったよ」と誇らしげ

に教えてくれるようになった。自己評価がよくなったことで、自己肯定感が増し、学習に

も意欲的に取り組むことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ次で作成した「のりものブック」を一人一冊配布したとき、学習を振り返って感想を

書くようにした。児童のこの学習での感想は、以下のようなものであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

Ａ児のように乗り物に興味をもつことができた児童や、Ｂ児やＣ児のように、同じ乗り

物であっても、得た情報によって、まとめ方が違うことに面白さを感じる児童もいた。読

（資料⑥ 自己評価がよくなった児童のボーン図） 

（資料⑦ 児童の感想 左からＡ児、Ｂ児、Ｃ児） 

板

書

を

写

し

な

が

ら

書

い

て

い

る
。 

自

分

の

力

で
、
ま
と
め

る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に

な
っ
た
。 
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書の時間にも、繰り返し、「のりものブック」を読む児童もいるなど、「のりものブック」

を作る活動が効果的に働いたのではないかと考える。 

 

○ 図書の計画的な活用 

多読につなげるために、並行読書に取り組んだ。ここ 

では、「のりものブック」を作るために、乗り物の本を多  

数用意して、写真のように「のりものの本コーナー」を  

作り、読書タイムや休み時間などに気軽に読むことがで 

きるようにした。（資料⑧）また、読んだ本は、お気に入 

りの本リストに記入し、その乗り物のお気に入り度数を 

星５段階で表すようにした。（資料⑨）これにより、Ⅲ次 

の活動で、興味のある乗り物をすぐに見つけ出すことが 

できた。いつもは、本や図鑑の写真や絵だけを見て終わ 

りにしている児童も、「のりものブック」を作るために、 

本を隅々まで見て、自分の欲しい情報を探したり、本を 

読み比べて、情報を得たりしようとしていた。しかし、 

欲しい情報が、教材文のように、並列して述べられてい 

るわけではないので、情報を得ることが難しい児童もいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．成果と課題 

 ● 学習の流れを掲示し、それを少しずつ進めていくことで、今何を学習しているのか、

何をするのかが理解できた。これにより、学習意欲を継続させることができた。 

 ● ボーン図を用いて学習することで、何をどのようにまとめればよいのかが分かり、順

序や構成を意識しながら読むことができた。 

 ● 言葉にこだわって学習することで、それぞれが、イメージを深めながら読み進めるこ

とができた。 

 ▲ 図書の活用はおおむねできたように思うが、欲しい情報が見つかりにくい本もあり、

提示する図書の選別が必要だった。 

（資料⑨ お気に入りの本リスト） 

（資料⑧ のりものの本コーナー） 
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第２学年の実践 

国語科学習指導案  

指導者   井上 正章 
 

日  時  平成 28 年 10 月 12 日（水）第５校時（13：45～14：30） 

学年・組  第２学年２組（在籍 35 名）  

単   元  「どうぶつひみつブック」をつくろう  

       （「ビーバーの大工事」 なかがわ しろう 東京書籍 ２年下）  

 

１．教材間の関連  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．学習目標 

○ ビーバーやほかの動物に関心をもち、進んで教材文や選んだ動物の本を読んで調べた

ことをまとめようとしている。  

・ 事柄の順序、大事な言葉や文に気を付けて読むことができる。  

・ 本や図鑑を読み、調べたことをまとめて「どうぶつひみつブック」に書くことができ

る。  

 

３．評価規準  

国語の関心・意欲・態度  読む能力  書く能力  言語に関する事項  

・ビーバーやほかの

動物に関心を持ち、

進んで教材文を読

んだり、本を読んで

調べようとしたり

している。  

・事柄の順序に気を

付けたり、だいじな

言葉や文を見つけ

たりしながら、教材

文を読んでいる。  

・「どうぶつひみつ

ブック」を作るため

に必要な内容を見

つけながら、選んだ

本を読んでいる。  

・だいじな言葉や文

を書き抜き、構成を

工夫し、文章に書い

ている。  

・「は」「へ」「を」

の助詞を正しく使

って「どうぶつひみ

つブック」を書いて

いる。  

 

 

 

 

前単元  

１年 11 月  

いろいろなふね  

・書かれていることを事

柄ごとに正しく読み

取り、ほかの本を読ん

で調べたことをまと

める。  

本単元  

２年 10 月  

ビーバーの大工事  

・だいじな言葉や文に気

をつけながら文章を読

んでまとめ、ほかの本

などを読んで調べたこ

とをまとめる。  

次単元  

３年 11 月  

もうどう犬の訓練  

・だいじな言葉や文を見つ

けながら文章を読んで、

書かれていることを要

約する。  
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４．指導にあたって 

【児童観】 

 児童は、１学期初めに学習した「たんぽぽ」で、大事な言葉（「キーワード」）を見つけ

ながら、説明的な文章を読み取っていった。このとき、「題名に使われている言葉」「何度

も繰り返し出てくる言葉」などが大事な言葉であることを知らせ、「キーワード」を探す

手がかりにさせた。この学習では、多くの児童が、題名や繰り返し出てくる言葉に気を付

けて読むことはできていたが、その言葉に気を付けて文章の内容を正しく読み取ることが

難しい児童もいた。  

「ふろしきはどんなぬの」では、「箇条書きのカード」と「本の文章」という二つの文

章を読み比べ、同じところや違うところを見つける学習を通して読み取りをすすめた。大

事な言葉は共通していることや、カードは大事な言葉を箇条書きにしていることを確認で

きた。しかし、ここで学習したことをもとにランドセルの文章を読んで内容をカードに箇

条書きでまとめることが難しい児童もいた。  

 １学期末に行ったまとめのテストでも、多くの児童が、大事な言葉を選び、書き抜くこ

とはできていた。また、半数以上は、それに気を付けて内容を正しく読み取っていた。し

かし、順序に気を付けて文章を並べ替えたり、大事な言葉を使って自分の考えを表現した

りすることには、課題があることが分かった。  

 目的に合わせて、大事な言葉や文を見つけながら読む力をさらに確かなものにすると共

に、事柄の順序に気を付けて、内容を正しく読み取り、書きまとめる力を育てていきたい

と考える。  

 

【単元観】 

児童の実態を受け、付けたい言語の力を「Ｃ読むこと」の指導事項エ「文章の中の大事

な言葉や文を書き抜くこと。」指導事項オ「楽しんだり知識を得たりするために、本や文

章を選んで読むこと」とする。  

本単元の言語活動は、動物について書かれた本を一冊選び、興味をもった動物について

知らせたい秘密を班で１枚の紙にまとめ、「どうぶつひみつブック」の１ページ分を書き、

それを集めて「どうぶつひみつブック」にするというものである。この言語活動に向けて、

Ⅱ次では、ビーバーのダムや巣作りなどについて読み取り、まとめていくという学習活動

を行う。ここでは、大事な言葉や事柄の順序に気を付けて読み取り、ビーバーの工事が大

工事であると分かるところを選ぶ。そして、内容毎に整理してまとめ、「どうぶつひみつ

ブック」のビーバーの分を書き上げ、友だちと交流し合う。この一連の学習活動で習得し

た、順序や大事な言葉に気を付けて読むことやまとめ方を生かし、Ⅲ次の「どうぶつひみ

つブック」をまとめていくことになる。  

本教材は、小見出し〈木を切りたおすビーバー〉〈ダムを作るビーバー〉〈巣を作るビ

ーバー〉により、大きな三つのまとまりで構成され、ビーバーが川をせき止めてダムを作

り、その内側に巣を作る過程が順を追って説明されている。その過程は題名にある「大工

事」が示すように、ビーバーにとって時間や規模、労力を必要とする工事である。内容を

読み取るさいには大工事に着目し、そのわけを見つけながら読むことにより、ビーバーの

工事の様子を無理なく読み進められると考える。また、木を切るところやダム作りの方法

を読むときには、順序に気を付けて読むことが必要となる教材である。   

文中には、木の大きさや潜水時間などを数字で表したり、歯を「のみ」に、尾を「オー

ル」にたとえたりしている。しかし、経験の少なさから２年生の児童には、分かりにくい

子も多い。そのため、写真や絵が多く使われ、文章だけではイメージしにくいところが補
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われている。このように、写真や絵から必要な情報を補いながら読むのにも、適した教材

であると考えられる。  

 

【指導観】 

Ⅰ次では、まず、動物に関わる経験からすごいと思った事柄を児童に紹介し、同じよう

な経験はないか等について、話し合わせる。そうして、動物について、児童の興味・関心

を引き付けた後、指導者が作成した「どうぶつひみつブック」の一部を提示し、みんなも、

自分の興味をもった動物で作ろうと提案していく。このようにして、学習に対する興味・

関心を高めるとともに、どのような言語活動をするのかをイメージできるようにする。ま

た、Ⅲ次の言語活動に向けて、いろいろな動物の生態について書かれた本や図鑑を用意し、

並行読書できるようにしておく。さらに、題名読みから、「大工事」といえるわけを見つ

けながら読んでいくという、読みのめあてをつかめるようにし、学習計画を立てていく。

その後、各自一人読みをし、「大工事」といえるわけが分かるところに線を引かせる。こ

れにより、児童がどこで「大工事」と考えるか、その傾向を予めつかめるようにする。  

Ⅱ次では、「ビーバーの大工事」のまとまり毎に、見つけた「大工事」といえるわけを

基に「どうぶつ（ビーバー）じまん」を書き上げることにする。一つ目のまとまり〈木を

切りたおすビーバー〉では、比喩表現や擬音などを用いて説明しているところがある。ビ

ーバーの身体的特徴や木を切り倒す様子を伝えるための筆者の工夫である。それらについ

ても手がかりにし、さらに、実物を提示したり、教材文とそこに掲載されている写真や絵

を関連付けて読ませたりすることで、木を切るビーバーの様子をつかめるようにしていく。

本時のまとまり〈ダムを作るビーバー〉では、材料（木、小えだ、石、どろ）や「さしこ

む」「つみ上げる」「おもしをする」「かためる」という言葉に着目させ、ダム作りで何を

どうするのか、順序に気を付けて読んでいくようにする。最後の、〈巣を作るビーバー〉

では、大工事が何のために行われたのか、その理由を考えさる。そうすることで、敵から

身を守るためのビーバーの知恵に気付かせるようにしたい。  

最後に、まとまり毎に書いた、「どうぶつ（ビーバー）じまん」を基に、Ｙチャートを

使い、班で集めて整理する。そして、ビーバーのすごいところを班で話し合わせ、ひみつ

ブックに書き足し、ビーバーの「どうぶつひみつブック」を仕上げるようにする。  

Ⅲ次で児童は、並行読書してきた中から興味をもった動物の本を選び「どうぶつひみつ

ブック」をつくる。まず、同じ動物を選んだ児童同士で班になり、協力して「どうぶつひ

みつブック」を作らせる。この活動では、まず、班で一読し、気候に合った体のしくみや

生きる知恵など、まとめるテーマを決める。そして、選んだ動物について友だちに伝えた

いところを選び、「どうぶつじまん」に書く。ＹチャートまたはⅩチャートを使って、各

自が書いた「どうぶつじまん」を整理し、分担してまとめていく。このＹチャートやⅩチ

ャートを使うことで、どのような共通点で情報を類別したのかが分かりやすくなるものと

考える。最後に、その動物になって班で自慢を書き、まとめにする。  

出来上がった各動物の「どうぶつひみつブック」は、読み合うことができるように教室

内に並べ、見て回るというギャラリーウォークを行う。ギャラリーウオークでは、作品を

読み合い、互いのよいところを付箋に書かせる。そして、見つけたいいところを交流し合

い、学習を振り返られるようにする。最後に、各班で書いたページを貼り合わせ、クラス

で１冊の「どうぶつひみつブック」を仕上げることにする。  
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５．学習指導計画（全 10 時間）  

 

次  時  学習活動  支援のあり方（発問・助言・補説 等）  

Ⅰ  

次  

１  

 

 

 

２  

○  動物について話し合い

「どうぶつひみつブック」

を作るという学習の見通し

をもつ。  

 

○ 大工事の理由だと考えら

れるところに線を引きなが

ら教材文を通読する。  

・ 指導者が作成した「どうぶつひみつブック」

を見せ、興味がもてるようにする。  

・ Ⅲ次での活動をふまえ、並行読書できるよ

うに参考図書を用意する。  

・ 題名にある「大工事」と「工事」の違いを

考えさせる。  

・ 線を引いたところは、指導者が集約し、初

読での児童の気付きをつかんでおく。  

・ 見出しを基にまとまりに分け、まとまり毎

に何をする工事かを確かめさせる。  

Ⅱ  

次  

３  

 

 

 

 

４  

 

 

 

 

５  

本

時  

 

６  

 

 

 

７  

 

○ 〈木を切りたおすビーバ

ー〉 ①~⑤段落を読んで大

工事といえる理由を見つ

け、「どうぶつ（ビーバー）

じまん」を書く。  

○ 〈木を切りたおすビーバ

ー〉⑥~⑨段落を読んで大工

事といえる理由を見つけ、

「どうぶつ（ビーバー）じ

まん」を書く。  

○ 〈ダムを作るビーバー〉

を読んで大工事といえる理

由を見つけ「どうぶつ（ビ

ーバー）じまん」を書く。  

○ 〈すを作るビーバー〉を

読んで大工事といえる理由

を見つけ「どうぶつ（ビー

バー）じまん」を書く。  

○ 「ビーバーじまん」を基

に、ビーバーの「どうぶつ

ひみつブック」を書く。  

・ 50 センチメートル以上の幹の絵や、「のみ」

の実物を用意する。  

・ 書き出しを例示する。  

 

 

・ オールや水かきの写真を示す。  

・ 多くの木を切り倒していることに気付ける

よう、「つぎつぎ」「あちらこちら」などに着目

させる。  

 

・ ダムを作る手順を材料と順序を表す言葉に

着目して考えられるようにする。  

・ ビーバーになったつもりで書くよう助言す

る。  

 

・ 何のために「大工事」を行ったのか考えさ

せる。  

 

・ 必要に応じて絵を書き入れてよいことを伝

える。  

・ 班で内容毎に分担して書くようにする。  

Ⅲ  

 

次  

８  

 

 

９  

○ 選んだ動物でテーマを決

め、「どうぶつじまん」を書

く。  

○ 「どうぶつじまん」を基

に「どうぶつひみつブック」

を書く。  

・ 予め、同じ動物を選んだ児童で班を組んで

おく。  

 

・ 「どうぶつじまん」を内容ごとにまとめて

整理し、分担するよう指示する。  

10 ○ 「どうぶつひみつブック」

を読み合い、友だちのよい

ところを見つける。  

・ ギャラリーウォークをして、よいところを

付箋に書いて交流し合うよう助言する。  
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６．本時の学習 

① 本時の目標 

  ・順序に気を付けて、ダムを作るビーバーの様子を読み取ることができる。  

 

  ② 本時の展開 

学習活動 ★発問 ◎助言 ○指示 ▼支援  

１．本時の課題を確認する。  

 

 

 

２．本時の学習場面を音読する。 

・ 一斉読み  

▼ 本時の課題を板書し、全員で読んで確かめる。 

 

 

 

○ 大工事といえるわけを考えながら読みましょう。 

３．ダム作りの様子を読み取り、

「どうぶつひみつブック」に

書く材料を考える。  

・一人読みをする。 

 

・ペアで交流する。  

 

 

・全体で交流する。  

 

 

 

 

 

・「どうぶつ（ビーバー）じま

ん」を書く。  

 

 

 

○ 大工事といえるわけが、わかるところに線を引きま

しょう。 

◯ どこに線を引いたか話し合いましょう。 

◎ なぜそこに引いたのか、理由もつけたすとよいです

ね。 

★ ビーバーの工事が、大工事といえるわけが見つけられ

ましたか。見つけたところを発表しましょう。 

▼ 材料の絵を用意し、ダム作りの手順を文と絵で確認

できるようにする。 

▼高さ２メートル、長さ 450 メートルものダムを実感で

きるよう、長さが、豊里大橋より長いことを知らせる。 

○ 本時を振り返り、「どうぶつ（ビーバー）じまん」を

書きましょう。 

◎ 「私は、私たちは、～。」など、ビーバーになって書

くようにしましょう。 

４．本時の学習を振り返り、次

時の学習の見通しをもつ。  

・指名読みをする。  

・振り返りを書く。  

 

 

◎ 今日の学習を振り返って、読みましょう。 

○ 今日の学習を振り返りましょう。 

 

｛評価｝ 

・ 読みとったことを基に「どうぶつ（ビーバー）じま

ん」を書くことができたか。 

 

〈ダムを作るビーバー〉を読み、大工事といえるわけを見つけよう。  
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７．指導を終えて 

（１）学年の取り組み  

日常的な取り組みとして、４月当初より、話すこと・聞くことの約束や話型を常掲し、

児童に意識づけるようにした。そして、１時間の課題を明確にしたり、考えをもつための

時間を保証したりするなどして、各自が考えをもてるよう支援してきた。その上で、自分

の考えと比べながら友だちの意見を聞くようにうながした。そうすることで、「～さんと

同じで」「～さんと違って」「～さんに付け足して」など児童相互の考えを活発に交流しあ

うための基礎的な発言の仕方が定着してきた。このとき、理由や根拠を述べることも促し

てきた。これにより、理由や根拠を明らかにして発言できる児童も増えてきている。さら

に、２~４人といった少人数での話し合いを積極的に学習の中に取り入れてきた。多くの

友だちの前では発言しにくい児童も、自分の考えを発言しやすくなった。自分の考えを声

に出してみることで、考えをまとめやすくなってきている。  

また、読むことの領域では、基本的な知識を１学期から計画的に指導してきた。例えば

説明的な文章を読む単元では、キーワードの見つけ方や、「はじめ」「中」「おわり」の３

部で構成されていることなどについて学習してきた。これらの知識は、今後、説明的な文

章を読んでいくときに生かされていくものと考えられる。  

本実践に関わっては、児童の理解を助けるための指導材を作成した。これらは、適宜、

提示することにより、情報の読み取りを助ける手立てとなった。さらに、児童の実態を考

慮し、Ⅲ次で使う図書の選定を行った。このとき、学校の蔵書だけでなく、東淀川図書館

とも連携し、団体貸し出しを利用した。これらの本は、本実践中、随時、並行読書できる

よう各学級に常置した。そうすることによって、これまで動物の本に興味をもたなかった

児童も、様々な動物の本を手に取り、読んでいる姿が見られるようになった。  

 

（２）本実践の考察 

○ 学習意欲の向上を図る言語活動の工夫 

本単元の言語活動を「どうぶつひみつブック」の作成とした。本学習の導入では、指導

者が作成した「どうぶつひみつブック」を例示し、「世界で一つだけの本をみんなで作ろ

う。」と声があがり、呼びかけた。児童からは、「すごい。ほかの動物でも作ってみたい。」

「本をみんなで作れるなんてすごい。」と声が上がり、学習への意欲を持たせることがで

きた。休み時間になると、並行読書できるように用意した動物の本をさっそく読む姿が多

く見られた。 

 本学習では、「大工事」と「工事」の違いを考えさせ、「大工事」とはどのようなものか
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を共通理解した。児童からは「（工事の規模が）大きい」「場所が広い」「時間がかかる」

などの意見が出た。これらの意見は、掲示することで「大工事」といえる理由を考える際

の手がかりとなった。 

 Ⅱ次で学習したことを生かし、Ⅲ次では自分たちで興味をもった動物の本を選び、「ど

うぶつひみつブック」を作成した。Ⅱ次で学習したのと同じまとめ方をすることを学習の

初めに伝えていたので、児童は文章の書き方にも抵抗なく取り組むことができた。 

 

○ 基礎的基本的な知識・技能の習得 

 教材文の中には、意味の分かりにくい表現や言葉があった。そのため、写真や、木の絵

や実物の「のみ」を用意した。児童からは「オールってこれのことか」「のみみたいな歯

ってすごいな」という声が上がり、内容理解の助けとなった。写真や絵と本文を関連付け

て読むことで、「どうぶつひみつブック」に書きまとめるときにも、文章だけでなく、そ

れに関連する絵も描き加えて説明することができた。また、「川の絵」「ダムの材料の絵」

を用意した。児童にダム作りの手順を操作させることで、川がせきとめられる様子を視覚

的にとらえさせることができた。（資料①） 

 

 

Ⅱ次では、「ビーバーの大工事」をまとまり毎に読み取り、「大工事」といえるわけを見

つけていった。ペアで意見交流してから全体での交流をするようにした。そのことにより、

自分の意見に自信をもち、いつもは発表することに躊躇する児童が進んで発言する様子が

見られた。その際、本文を根拠にし、「大

工事」といえる理由を明らかにしながら

自分の意見を発表できる話型を用いる

ように指導した。（資料②） 

Ⅱ次ではまとめとして、まとまり毎に

「どうぶつ（ビーバー）じまん」を書い

た。ビーバーになったつもりで書くこと

によって、書きやすくなった。また、「そ

れに～」「だから～」などの書き方を例

示することで、文章をつなげて書いた児

童もいた。１枚のワークシートを使って

書きためていくことで、前時の学習を活

用して書き方を理解し、まとめていくこ

とができた。（資料③） 

（資料① ビーバーのダム作りで使った指導材）

（資料②「大工事」といえるわけの発言例）

・わたしは、「ビーバーは、夕方から

夜中まで、家族そう出でしごとをつづ

けます。」に線をひきました。どうし

てかというと、家族そう出ということ

は、大ぜいできょう力しているから大

工じだと思いました。 

・～さんにつけ足しで、「夕方から夜

中まで」は長い時間がかかっているの

で、大工じだと思います。 

根拠 

理由 



24 

 

 

 

学習の終わりには、振り返りの時間を設けた。次の学習に向けた課題を意識できるよう

に、分かったことや次の時間にがんばりたいことなどを書くよう指導してきた。「たくさ

んのビーバーで協力して、ダムを作っていることが分かった。」「友だちの発表の仕方が上

手だったので、次の時間、自分もできるようにがんばりたい。」など、自らを振り返るこ

とで、友だちのよさも認められるようになり、意欲的に学習に取り組めるようになった。 

Ⅱ次の最後には「どうぶつ（ビーバー）じまん」をもとに、ビーバーの「どうぶつひみ

つブック」を作成した。その際、三人一組になり活動した。各自が書いたワークシートを

三つの短冊状にし、それぞれが〈木をきりたおすビーバー〉〈ダムを作るビーバー〉〈すを

作るビーバー〉を分担して、ノートにまとめていった。 

ノートにまとめた後、

「どうぶつひみつブッ

ク」を書いていった。そ

の際、Ｙチャートを用い

て、紙面をまとまり毎で

三つに切り分けた。そう

することで、各自が同時

に書き進めることがで

き、それぞれが自分のペ

ースで責任をもって書

き上げることができた。 

真ん中の円形をめく

ることができるように

し、〈木をきりたおすビ

（資料③ワークシート）

（資料④「ひみつブック」〈ビーバー〉） 

根拠と理由を示しながら自分の意見を書いている。 
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ーバー〉〈ダムを作るビーバー〉〈すを作るビーバー〉でまとめた内容を班で話し合い、考

えたことや気付いたことを「まとめ」として書いた。中には、自然にある材料を使い、時

間をかけて大工事を成しとげるビーバーの知恵や技能について思いをめぐらせていた。

（資料④） 

Ⅲ次では並行読書してきた中から書きたい動物の本を選び、「どうぶつひみつブック」

の作成に取り組んだ。まず班で一読し、まとめるテーマを決めた後、各自で本を読み取り、

「どうぶつじまん」を書いていった。それからＹチャートを用いて整理し、分担してまと

めていった。例えばパンダの場合、大きなテーマは「パンダの体のひみつ」とし、各自見

つけた体のひみつについて班でＹチャートを使って「パンダの大きさ、おもさ」「パンダ

の体の色」「パンダの手と足」に分けた。Ⅱ次での学習を活用し、班で協力して「どうぶ

つひみつブック」を書き上げることができた。紙面には絵だけでなく、絵に関する説明を

書き加える工夫も見られた。（資料⑤） 

 

 

 

 

 

 

   

 

最後に、書き上げた「どうぶつひみつブック」を読み合い、交流した。どの児童も他の

班の書いた「どうぶつひみつブック」を興味をもって読んでいた。児童からは「文章が短

くまとまっていて読みやすい」「文章だけでなく絵でも説明があってわかりやすい。」「詳

しく説明されていてよくわかった。」などの感想があり、書き手の工夫したところに注目

して読むことができていた。 

 

（資料⑤「ひみつブック」〈パンダ〉） 

パンダの大きさ・おもさ

について  

パンダの手と足  

について  

パンダの体の色

について  

環境に適応した体の特徴であるとまとめている。 
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○ 図書の計画的な活用 

Ⅲ次での言語活動のため、東淀川図書館から団体貸し出しで借り受けた図書を教室に置

き、児童がいつでも読めるようにした。借り受けた図書を紹介すると、すぐに本を読み比

べて好みの図書を探す児童の姿が見られた。普段はあまり読書をしない児童や、動物の本

に興味をもっていなかった児童が、ビーバーやほかの動物に関心をもち、借り受けた図書

だけでなく、学級文庫にある動物に関する本や図鑑を読んでいた。 

また、Ⅲ次での「どうぶつひみつブック」の作成の段階になると、並行読書のために用

意した本以外にも、学級文庫の本や図鑑を読んで調べたり、図書の時間に、必要な図書を

探して借りたりする班もあった。積極的に本や図鑑を読んで、「どうぶつひみつブック」

の作成に取り組む姿が見られた。 

 

８．成果と課題 

● 根拠と理由を明らかにしながら自分の考えをまとめることができた。 

● 発言の仕方が定着し、児童の発表や交流が活発に行われた。 

● 指導材の工夫により、児童の興味・関心を高められ、理解を助けることができた。 

▲ Ⅲ次で使う図書の選定にあたっては、より児童の実態に合ったものにする必要がある。 

 

 

並行読書で用いた図書 

 

・タヌキについてのまじめなはなし『たんと・タヌキ』         あかね書房  

・カバについてのまじめなはなし『まるごと・カバ』          あかね書房  

・カラー版 自然と科学『森のシマリス』               岩崎書店  

・『ヘビのひみつ』                          ポプラ社  

・うみのにんじゃ『たこ」                      福音館書店  

・科学のアルバム『野生ゾウの世界』                                あかね書房  

・自然の観察事典『ニホンザル観察事典』                            偕成社  

・動物大せっきん『オオカミ』                                      ほるぷ出版  

・動物大せっきん『ヒョウ』                                        ほるぷ出版  

・深海生物大集合『超長―いカグラザメとおかしなサメのなかまたち』  すずき出版  

・飼育員さんおしえて『ライオンのひみつ』                          新日本出版社  

・飼育員さんおしえて『キリンのひみつ』                            新日本出版社  

・飼育員さんおしえて『ラッコのひみつ』                            新日本出版社  

・飼育員さんおしえて『ゾウのひみつ』                              新日本出版社  

・飼育員さんおしえて『イルカのひみつ』                            新日本出版社  

・飼育員さんおしえて『パンダのひみつ』                            新日本出版社  
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第３学年の実践 

国語科学習指導案 

指導者  細見 典芳 

 

日 時  平成 28 年９月 21 日(木)第５校時(13：45～14：30) 

学年・組  第３学年２組(在籍 35 名) 

単 元  「自然のかくし絵事典」を作ろう。 

      (「自然のかくし絵」 矢島 稔 文 東京書籍 ３年上) 

 

１．教材間の関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．学習目標 

○ 生き物の生態が書かれている本や文章に興味をもって読み、内容から読み取ったことを

短くまとめて書こうとする。 

・ 中心となる語や文をとらえて書かれている内容を正しく読み取ることができる。 

・  読み取ったことを基に「かくし絵カード」にまとめることができる。 

 

３．評価規準 

国語の関心･意欲･態度 読む能力 書く能力 言語に関する事項 

･生き物の生態が書か

れている本や文章に

ついて興味をもち、進

んで読もうとしてい

る。 

･こん虫の身のかく

し方について、内

容の中心となる語

や文に注目して読

んでいる。 

･構成や記述の仕方

を工夫して、身を

かくす生き物につ

いて「かくし絵カ

ード」にまとめる。 

･事項や接続語が文

と文との意味のつ

ながりに果たす役

割を理解し使うこ

と。 

 

４．指導にあたって 

【児童観】 

  本学級の児童は読書が好きで、朝の読書タイムや図書の時間には集中して本を読んでい

る。また、友だち同士でおもしろかった本を紹介し合い、図書室から借りた本を交換して

読む姿もよく見られる。多くの児童は物語の本や絵本を選んでおり、歴史の本も人気があ

るが、自然科学の本を選ぶ児童は少ないようである。一方で、理科の学習では意欲的にこ

ん虫採集や飼育をしている。実際に見たり聞いたりできる場合には科学的な話題に大いに

前単元  

2 年 ４月  

たんぽぽ  

・順序に気を付け

て、文章の内容を

読み取る。  

本単元  

３年 ９月  

自然のかくし絵  

・段落ごとの内容

をとらえながら

文章を読む。  

次単元  

４年 ４月  

ヤドカリとイソギンチャク  

・段落と段落の結びつき

を考えながら、文章の

まとまりをとらえる。  
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興味はあるのに、図書資料に興味をもちにくいのは、児童が知りたい情報を資料からうま

く見つけ出せないからであると考える。 

前学年で児童は、説明的な文章において、時間や事柄の順序に沿って文章の内容の大体

をとらえることを学習している。また６月に学習した説明的な文章「道具を使う動物たち」

では、形式段落という小さなまとまりがあるということを知り、形式段落ごとに書かれて

いる内容を短くまとめる学習をした。段落ごとの内容の大体を発表することはできていた

が、いざノートに自分の言葉で書くとなると、文章が長くなったり、本文を丸写ししたり

する児童が多かった。 

本単元の学習を通じて、内容の中心となる文や言葉をとらえて簡潔にまとめる力を身に

付けさせ、読書の幅を広げさせたい。 

 

【単元観】 

  児童の実態を受け、本単元では付けたい力を、学習指導要領におけるＣ読む(１)イ「目

的に応じて、中心となる語や文をとらえて段落相互の関係や事実と意見との関係を考え、

文章を読むこと。」とする。 

  この力を付けるために本単元では、生き物の生態が書かれている本から読み取ったこと

を「かくし絵カード」にまとめるという言語活動を設定する。 

本教材「自然のかくし絵」は、児童の生活において身近なこん虫を扱っていることから、

親しみをもって読むことのできる教材である。文章は１０個の形式段落から成り立ってお

り、それぞれの段落が１～３文で構成されている。文章に即した写真も多く、児童にとっ

て内容もとらえやすくなっている。こん虫のほご色の役割について具体的な例を挙げ、「こ

ん虫が敵からどのように身をかくしているのか」ということを中心に説明しているため、

大切な言葉や文章に着目しやすく、書かれていることを正確に読み取る力を育成するのに

適している。 

  「自然のかくし絵」を読み、「かくし絵カード」を作るという活動を通して、段落ごとに

中心となる文章や言葉に着目して書かれている内容を読み取り、短くまとめて書く力が身

に付くと考える。 

  また、並行読書を行い興味関心も広がったところで、第Ⅲ次ではそれぞれが選んだ生き

物の保護色や擬態についてまとめた「かくし絵カード」を書く。それをクラスで一冊の「か

くし絵事典」にまとめ、児童間の交流を図る。 

 

【指導観】 

  本単元では、「かくし絵事典」を作る活動を通して、児童が生き物の生態に興味をもって

授業に取り組めるようにしたい。単元を通して、こん虫の住む森をイメージした壁面掲示

をし、学習が進むにつれ、昆虫の模型を追加するなどして児童の興味を持続させたい。ま

た、興味をもったらすぐに調べられるよう、図書館の集団貸し出しを利用して資料コーナ

ーを作り、並行読書にも取り組む。 

  第Ⅰ次では、今までのこん虫採取などの経験を想起させることで、より教材文に親しみ

をもって読めるようにする。題名読みをする時は、かくし絵はどんなものかを確認しやす

いように、かくし絵アートの例を児童に見せる。また、「自然のかくし絵」の元になった写

真集からいくつかの写真を選んでスライドにし、かくれているこん虫を探すクイズをして、

こん虫のほご色についての興味を引き出したい。さらに、担任が作成した「かくし絵カー

ド」の見本を提示することで学習の見通しをもてるようにする。 

  第Ⅱ次では、ほご色という言葉の意味を確認し、色という言葉に着目して文章を読んで
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いく。文中の、こん虫の体の特徴(色)や身をかくす場所を色分けして線を引かせ、視覚的

に分かりやすくする。また、身のかくし方を自分の言葉で説明できるようにするため、こ

ん虫の模型を持たせて、それを動かしながらペアで聞き合いをする。このペアトークを通

じて言葉を整理し、要点をつかんでから、「かくし絵カード」に読み取ったことをまとめて

いく。その際は、「体の色」「かくれる場所」「かくれ方の名前」という３つの項目に関する

内容を落とさずに書かせるようにしたい。レイアウトも工夫できるよう、カードにはこん

虫の絵と名前だけ書いておく。 

  さらに、活発な交流を促すため、数人の児童には大きくした「かくし絵カード」にまと

めさせ、黒板に掲示する。カード全体を見て比較することで、カードの書き方の工夫や友

だちのよいところを全体で話し合いやすくしたい。友だちの「かくし絵カード」を見て交

流した後は、自分の「かくし絵カード」を振り返り、足りない言葉を書き加えたり、いら

ない言葉を削除したりして推敲させる。「○○さんの△△がいいので真似したい」「……は

忘れず書く」といったように、次の「かくし絵カード」を書くときに向けて自分のめあて

をもたせるためである。また、こん虫のかくれ方に名前を付けさせることで、前時のこん

虫のかくれ方との違いに着目させ、文章の構成にも目を向けたい。 

 第Ⅲ次では、擬態や保護色をもつ生き物について調べ、「かくし絵カード」を作る。その

際には、Ⅱ次で学んだことをもとに、前述の３つの項目について落とさず書くこと、自分

なりの工夫を加えてまとめることができるように支援する。単元の最後には、個人でつく

った「かくし絵カード」をクラスで集め１冊の事典にし、互いに書いたものを読み合わせ、

あらたな興味をひき出し、読書の幅を広げたい。 

 

５．学習指導計画 (全 10 時間) 

次 時 学習活動 支援のあり方(発問・助言・補説 等)  

 

 

 

Ⅰ 

次 

１ 

 

 

 

 

○ こん虫を採取したときの経験

を想起させる。 

○ 「自然のかくし絵」の題名読み

をする。 

○ 教材文を読み、「かくし絵事典」

を作るという学習課題を知る。 

 

 

・壁面掲示「こん虫の森」を示す。 

 

・ 題名から想起できることを交流する。 

 

・ かくし絵の意味を確認するためかくし絵

アートを用意しておく。 

・「自然のかくし絵」の写真集から選んだ写

真で、かくれている昆虫を探すクイズを出

し、興味を引き出す。 

・ 担任が「かくし絵カード」の見本を用意

し、関連図書のコーナーを紹介する。 

 

 

 

 

 

Ⅱ 

次 

２ 

 

 

 

３ 

 

 

 

４ 

○ 文章の構成をつかむ。 

○ ほご色とは何かを読み取る。 

 

 

○ コノハチョウのほご色につい

て書かれている段落を読み、カー

ドにまとめる。 

 

○ トノサマバッタのほご色につ

・ 形式段落に番号をつけ、大体の構成をつ

かむ。 

・ 身をかくすのに役立つ色がほご色という

ことを知る。 

・ 各段落の中心となる文に着目させる。 

・ こん虫の体の色には赤線、身をかくす場

所には青線を引き、まとめる時の手だてに

なるようにしておく。 

・ 模型を動かしながらペアトークをおこな
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本 

時 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

いて書かれている段落を読み、カ

ードにまとめる。 

○ ゴマダラチョウのほご色につ

いて書かれている段落を読み、カ

ードにまとめる。 

○ ３つのこん虫の違いを比べる。 

 

 

○ ほご色が役立つときと役立た

ないときについてまとめる。 

い、身のかくし方を自分の言葉で説明させ

る。 

・ 児童の書いた掲示用の「かくし絵カード」

や学習のまとめは、壁面に掲示し、学習の

足跡としてたどれるようにしておく。 

・ 前時のほご色と違うところに目を向けさ

せる。 

・ かくれ方の名前を話し合わせる。 

・ 「じっとしているかぎり」「動いた時に

は」という言葉に注目させる。 

 

 

Ⅲ 

次 

８ 

９ 

 

10 

○ 図鑑や本でほご色で身をかく

す生き物について調べ、カードに

まとめる。 

○ 「かくし絵カード」を読み合い、

感想を交流する。 

○ 「かくし絵カード」を集めて「か

くし絵事典」にする。 

・ 調べたことを自分の言葉でまとめられる

ように助言する。 

 

・「かくし絵カード」を読み合い、友達の書

き方の工夫や、取り上げられた生き物のお

もしろさに気付くようにする。 

 

 

６．本時の学習  

① 本時の目標 

・トノサマバッタが自分の体の色に合わせた場所に住んでいることを読み取り、 

「かくし絵カード」にまとめることができる。 

② 本時の展開 

学習活動 ★ 発 問  ◎ 助 言  ○ 指 示  ▼ 支 援 

１．本時の課題を確認する。 

 

 

 

 

２．教材文を音読する。 

 

 

 

 

３．内容を読み取り、身のかくし方につ

いてまとめる。 

 

 

 

 

４．「かくし絵カード」に書く。 

 

 

▼ 前時に作成した「かくし絵カード」等を使

って振り返る。 

 

 

 

・ トノサマバッタについて書かれているとこ

ろを音読する。 

○ トノサマバッタのほご色についてどんなこ

とが書かれているのか考えながら読みましょ

う。 

▼ 本文に書かれている内容を分類し色分けさ

せる。 

★ トノサマバッタはどのようにして敵から身

をかくしているのでしょうか。 

○ 模型を使ってペアで説明し合いましょう。 

 

○ 読み取ったことを「かくし絵カード」に分

かりやすくまとめましょう。 

 

トノサマバッタはどのようにして身をかくしているかを読みとろう。  
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５．全体で交流する。 

 

 

 

 

 

 

６．本時の学習を振り返る。 

○ 友だちと自分のカードの書き方を比べ、良

いところや違うところを発表しましょう。 

★ トノサマバッタのかくれ方はどのような名

前になるのでしょうか。 

◎ 前時のコノハチョウとの違いを考えさせ

る。 

○ 今日学習したところを振り返りましょう。 

○ 振り返り欄にチェックをする。 

 

{評価}トノサマバッタのかくれ方を正しく読み

取り、かくれ方の名前を考えることができたか。 

 

７．指導を終えて 

（１）学年の取り組み 

年度当初より、活発な意見交流のできる児童・クラスに育てるための取り組みとして、

ハンドサインや話型を活用してきた。全校で統一された掲示物をもとに、国語に限らず１

日の活動を通して指導した結果、ハンドサインはほぼ定着し、積極的に発言しにくい児童

もハンドサインで意思表示できるようになった。話型を使って自分の意見を言える児童も

確実に増えている。 

また、ペアトークやグループトークも積極的に取り入れ、自分の考えに自信を持って話

せる場を設けるようにした。(資料①)これにより、

児童の学習内容の理解に対する不安を除くことが

でき、児童間の相互理解も促すことができた。その

ため、全体交流の場でも積極的に発言できる児童が

増えた。 

さらに、確かな読みの力を付けるために音読に力

を入れた。宿題で練習させるほか、授業や朝の学習

の時間に一斉読みや指名読みなどの様々な方法で

読ませたり、ペアで聞き合いをさせたりした。結果、

自然なスピードで声を合わせてハキハキと音読で

きるようになってきた。テキストのどこに何が書いてあるかすぐに把握できる児童も増え

てきた。 

１学期の「道具を使う動物たち」では、段落の意味や、文章の「始め・中・終わり」を

 
 (資料① ペアトークの様子) 
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ふまえた簡単な文章構成の学習を行い、「ゆうすげ村の小さな旅館」では、場面ごとに内

容の要約をする学習を行った。これらの学習を通じて児童は、文章のまとまりごとに中心

となる文や言葉があると知り、見つけることができるようになった。 

加えて、積極的に読書をする児童を育てるため、学年の廊下に書架をもうけ、定期的に

図書室の本をまとめて借りて置いておき、どのクラスの児童も自由に手に取れるようにし

た。置いておく本は、その時々の学習内容に関連する本だけでなく、人気のシリーズ本や

ロングセラーの物語なども選んだ。書架は読書タイムや、課題が早く終わったときなどに

よく利用され、最近では児童が置いて欲しい本を図書の時間に選ぶ姿も見られるようにな

った。 

 

（２）本実践の考察 

○ 学習意欲の向上を図る言語活動の工夫 

本実践では、普段こん虫の生態に興味がない児童も意欲的に学習に取り組めるよう、生

き物のほご色や擬態についての「かくし絵事典」をクラスで作るという目標を設定し、「自

然のかくし絵」の文章を使って「かくし絵事典」の１ページである「かくし絵カード」の

書 き 方 を 学 ぶ と

い う 単 元 構 成 に

した。一人一人が

受け持つ「かくし

絵カード」のレイ

アウトは、児童の

間 で 流 行 し て い

る キ ャ ラ ク タ ー

カードを参考に、

こ ん 虫 の イ ラ ス

ト を 大 き く 配 置

し、項目名の配置

に も こ だ わ れ る

よ う に 余 白 の 多

いものにして、読

み取りが苦手な児童も積極的に取り組めるようにし

た。書く項目は、こん虫の名前のほか、「体の色」「か

くれる場所」「かくれ方の名前」の３つを決め、要点

を押さえやすくした。(資料②)また、こん虫の住む森

をイメージした掲示物や授業で作成したカードをは

り、毎時間の内容を視覚的にいつでも振り返ることが

できるようにした(資料③)ことで、友だちのいいとこ

ろや反省を次に生かしやすかった。学習が進み、書き

方のコツをつかむと、本文にない知識を付け足して書

いたり、項目の配置や文字のデザインに凝ったりと、

独自の工夫を凝らす児童も出てきた。仕上げるのにか

かる時間も短くなっていき、文章の中から大事な言葉

や文章など必要な情報を探し出す力も付いてきた。 

                       

 (資料② 児童の書いたかくし絵カード) 

 
キーワードを項目

にした。  

 
かくれ方 を児童の

言葉で表現した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 (資料③「こん虫の住む森」の前で

模型をつかって説明する児童) 



33 

 

また、「自然のかくし絵」の元になった写真集 2から選んだ、ほご色や擬態を上手に使う

こん虫の写真を使ったクイズの時間をはじめに設けたことも、児童の興味関心を引きだす

のに効果的だった。「自然のかくし絵」の写真集をきっかけに、図書館の集団貸し出しを

利用して作った並行読書コーナーの本を手に取る児童が徐々に増えていった。Ⅲ次で調べ

て書く段階に入る前に、「もう何の生き物のこと書くか決めたで。」と教えてくれる児童が

多くいた。書き始めると、多くの児童が何枚も「かくし絵カード」を書いていた。(資料

④) 

クラスで１冊の「かくし絵事典」が完成すると、数人が集まってページをめくり自分の

書いたページを見せ合う姿や、読書タイムに一人じっくり読む姿が見られた。こん虫でな

く、海の生き物を取り上げた児童もおり、児童の興味関心を広げる効果があったと考える。 

学習後は、本を使った調べ学習に興味をもち、国語に限らず他の教科で取り上げられた

内容に関する本を、図書の時間などに借りたり読んだりするなど、積極的に調べ学習をす

る児童が増え、読書の幅が広がったようである。 

                            

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (資料④ 児童がⅢ次で作成した「かくし絵カード」) 

○ 基礎的基本的な知識技能の習得 

本文を読み取る際は、その時間に学習する段落の文章を、「体の色」「かくれる場所」「か

くれ方」の項目ごとに色分けした。児童は文章をよく読み、こん虫の何のことについて書

いてあるのかを分類でき、見た目に分かりやすくすることができた。これは、「かくし絵

カード」にまとめる時のよい手がかりになった。 

本文から読み取った「こん虫のかくれ方」を「かくし絵カード」に書く前に、昆虫の模

型を動かしながら隣同士で説明の聞き合いをした。先にペアトークをして言葉を整理する

ことで、自信をもって「かくし絵カード」に書き込むことができた。 

全体交流の時は、「こん虫の住む森」を掲示した前で模型を動かしてかくれ方を説明さ

                                                   
2 矢島稔『自然のかくし絵』偕成社 1983.6 
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せたり、拡大したワークシートに書き込んだものを掲示したりし、書きぶりを見ながら意

見を言えるようにした。話型やハンドサインを用いて、活発に交流することができた。そ

の時に出た意見を、次時の「かくし絵カード」にうまく反映させた児童も多かった。 

「かくし絵カード」の下の部分に、顔の表情でできたかどうか自己評価をする欄を作り、

毎回振り返らせた。これにより、個々の児童に課題が明確になり、学習が進むにつれ、要

点を押さえ工夫された「かくし絵カード」を書けるようになっていった。 

○ 図書の計画的な活用 

読み聞かせの取り組みである「絵本ばたけ」や読書タイムを通し、本に触れる機会を多

く作るようにした。読書を促すために、学年の廊下に書架をもうけ、その時々の学習に関

連した本や児童が読みたい本を図書室からまとめて借りてきておき、読書タイムなどに自

由に読めるようにした。結果、児童は休み時間や、課題が早く終わった時などの隙間の時

間にも積極的に本を手に取り読むようになった。また、自ら書架に置く本を選ぶ児童も出

てきた。 

本単元の学習を進めている時期には、図書館の集団貸し出しを利用し、並行読書本コー

ナーを作った。学習が進むにつれ、自分が書きたい生き物を探したり、興味を持った生き

物についていくつもの資料を引いて調べたりする児童が増えた。 

学習後は、物語の本に偏らず、その時々で学習した内容に関連する本や興味のある話題

を取り上げた自然科学系の本を、図書室などで借りて読む児童の姿が多く見られるように

なった。 

 

８．成果と課題 

● クラスでかくし絵事典を作ろうという目標をもって学習を進めることで、児童は積極

的に関連の本を手に取り、調べることができた。 

● 写真や模型、こん虫の住む森の掲示などを活用することで、学習への意欲や興味を持

続させることができた。 

● ペア交流や全体交流のしかたを工夫することで、交流が活発になり、児童は友だちの

意見を取り入れながら読み取った内容をまとめられるようになった。 

▲ 全体交流の場では、ＩＣＴ機器を使うなどして掲示物をより見やすくする工夫があれ

ばよかった。 

 

並行読書に用いた図書 

自然のかくし絵－昆虫のほご色と擬態               偕成社 

むしたちのさくせん                       福音館書店 

昆虫たちのふしぎパワー                     世界文化社 

植物になりたかった虫                      国土社 

昆虫たちの擬態                         誠文堂新光社 

森の小さなアーティスト                     福音館書店 

むしのかくれんぼ                        福音館書店 

昆虫のふしぎ                          偕成社 

昆虫かくれんぼクイズ                      ひさかたチャイルド 

ぎたい生物図鑑                         笠倉出版社                      

どこにいるかな                         アリス館 

さがそう！かくれる虫                      偕成社                 

だましあう生き物の話                      学研教育出版社 
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第４学年の実践 

国語科学習指導案 

指導者   井田 雄太  

 

日  時  平成 28 年 7 月 6 日（水）第５校時（13：45～14：30）  

学年・組  第４学年２組（在籍 33 名）  

単   元  「生き物の不思議な関係ブック」をつくろう。  

（「ヤドカリとイソギンチャク」武田正倫 東京書籍 ４年上）  

 

1. 教材間の関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．学習目標 

○ 筆者の書き方の工夫に興味をもち、調べたことが伝わるよう文章にまとめようとして

いる。 

・ 段落どうしの結び付きを考えて読み、文章のまとまりをとらえることができる。 

 ・ 共生関係にある生き物について調べ、文章にまとめることができる。 

 ・ 筆者の表現の工夫を見つけながら読むことができる。 

 

３．評価規準 

国語の関心・意欲・態度  読む能力  書く能力  言語に関する事項  

・ヤドカリとイソギンチ

ャクの関係に興味を持

ち、何がどのように説

明されているのかを読

み取ろうとしている。  

・ヤドカリとイソギ

ン チ ャ ク の 関 係

を と ら え る た め

に、段落相互の関

係 を 考 え 説 明 の

ま と ま り を 見 つ

け な が ら 読 ん で

いる。  

・ヤドカリとイソギ

ンチャクの関係に

ついて、教材文か

ら考えた見出しを

根拠にして、自分

の考えを書いてい

る。  

・「問い」と「答え」

を表す語句や、話題

を変える語句に着

目しながらまとま

りをとらえている。 

・調べたことが伝わる

ように、段落相互の

関係などに注意し

て文章を構成して

いる。  

 

 

 

前単元  

３年 ４月  

自然のかくし絵  

・段落ごとの内容をと

らえながら文章を読

む。  

本単元  

４年 ７月  

ヤドカリとイソギンチャク  

・段落と段落の結び付きを

考えながら、文章のまと

まりをとらえる。  

次単元  

５年 ４月  

 動物の体と気候  

・文章の構成を考えな

がら読み、要旨をと

らえる。  
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４．指導にあたって 

【児童観】 

  本学級の児童は読書が好きで、読書タイムや図書の時間、絵本の読み聞かせなど、真剣 

に取り組む姿勢がよく見られる。前学年までの積み重ねもあり、音読もすらすらと上手に 

できる児童がほとんどである。 

５月教材、物語文「走れ」では、中心となる人物の気持ちの変化とその理由を考えて読 

み、交流をした。ほとんどの児童が登場人物の行動や会話から気持ちを考え、書くことが

できた。また、中心人物の、のぶよの気持ちがどこで変化したのかを考えた際には、ほと

んどの児童が変化した箇所を理解することができていた。しかし、なぜそこでのぶよの気

持ちが変化したのかを問うと、自分の考えを根拠をもとに、上手く表現できる児童は少な

かった。 

説明的な文章では、前学年までに形式段落ごとに中心となる言葉や文に気を付けながら 

読み、内容を正確に読み取る学習は経験している。しかし、その段落どうしがどのような

つながりで文章を構成しているかについては、十分に理解していない。 

本単元では、文章の内容面でのまとまり（意味段落）を理解させ、段落相互の関係を読 

み取る力を付けさせたい。また、自分の考えを上手く表現できるよう、実感的に内容を理

解し、読みを深めていけるようにしたい。 

 

【単元観】 

  本単元では、付けたい言語の力を「Ｃ 読むこと」の指導事項イ「目的に応じて、中心 

となる語や文をとらえて段落相互の関係や事実と意見との関係を考え、文章を読むこと」 

とする。この力を付けるために、「共生関係にある生き物について書かれた本を読み、文章  

にまとめて紹介する」という言語活動を位置づける。  

 本教材は、「問い」と「答え」の関係が３回出てくるので、まとまり（意味段落）を見  

つけやすい構成になっている。また、「まず」「次に」「実は」「では」などの言葉に着  

目させることで、段落どうしのつながりをとらえやすい構造となっている。特に「では」  

によって、「問い」と「答え」がどのようにつながっているのかが考えやすくなっている  

ので、意味段落どうしが筆者の考えにつながるように結び付いていることにも、目を向け  

させやすい文章である。  

 教材文の読み取りで学習した文章構成や筆者の表現の工夫を活用し、読み手にとって分  

かりやすい文章を書くという活動を設定する。それを通して、読む力を確かなものにする  

だけでなく、書く力も養うことが期待できると考える。  

 

【指導観】 

  第Ⅰ次では、教材文を意味段落に分ける。既習の「始め」「中」「終わり」の構成を想起

させ、それに加え、「中」が三つに分けられることを伝える。その際、話題を変える語句に

注目しながら考えるようにする。 

  第Ⅱ次では、筆者の三つの「問い」の段落とそれに対する「答え」の段落に着目して、

意味段落の構成をとらえながら読んでいく。筆者の投げかける三つの「問い」とそれに対

する「答え」を押さえることによって、段落相互の結び付きを考えながら、本文に書かれ

ているヤドカリとイソギンチャクの関係を理解できるようにする。ヤドカリがイソギンチ

ャクを移す方法を読む際には、挿絵と対比させながら読み取ることで、文章だけではなく

挿絵を含めて筆者が説明していることも押さえておきたい。三つの意味段落それぞれの内

容を読みとっていく際には、意味段落ごとに見出しを付けることで要点を確かめられるよ
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うにする。 

  本時では、筆者の表現の工夫を見つけ、交流を行う。学習課題を提示する際には、本論

の三つのまとまりで、「どれが１番わかりやすかったか」と問い、筆者の表現の工夫を見つ

けるきっかけとしたい。次に自分の選んだまとまりについてどのような工夫がされている

のか考えるようにする。その際、選ばなかったまとまりと比べるように助言する。その後、

意見の交流が活発に行えるよう、グループでの交流を取り入れる。このように、自分の考

えを発表するだけでなく、友だちの意見を聞き、感想を伝え合ったり、質問をしたりする

ことで、さらに読みを深め、自分の考えに自信がもてるようにしたい。まとめでは、筆者

が説明することに合わせて表現を工夫していることに気付かせ、第Ⅲ次の言語活動につな

げたい。 

  第Ⅲ次では、海の生き物について調べたことを文章にまとめて交流する。教材文の読み

取りで学習した文章構成や筆者の表現の工夫を活用し、読み手にとって分かりやすくまと

めるようにする。まとめるときには、どの技が説明に必要かを考えさせたい。また、交流

する際には、友だちがどんな工夫をしているかを考えながら紹介を聞き、感想を伝えるよ

うにしたい。 

 

５．学習指導計画（全９時間）  

次  時  学習活動  支援のあり方（発問・助言・補説 等）  

Ⅰ  

 

 

次  

１  

 

 

 

 

 

 

 

 

２  

 

○ 教材文を通読し、第

一次感想を書く。 

 

 

 

 

○ 第一次感想を交流

する。 

 

○ 教材文を意味段落

に分ける。  

・ 本単元の最後には、共生関係にある生き物につ

いて調べたことを文章にまとめることを伝える。 

・ 教材文を読んで、初めて知ったこと、もっと知

りたいこと、疑問に思ったことなど、第一次感想

を書くようにする。 

 

・ 友だちの多様な意見を聞くことで学習の見通し

や興味を持てるようにする。 

 

・ 既習の「始め」「中」「終わり」の構成を思い出 

すようにする。 

・ 「中」が三つに分けられることを伝え、話題を

変える語句に注目して段落構成を考えられるよ

うにする。 

Ⅱ  

 

 

次  

３  

 

 

 

 

 

 

４  

 

 

 

○  ヤドカリがイソギ

ンチャクを付ける理

由を読み取る。 

 

 

 

 

○  ヤドカリがイソギ

ンチャクを移す方法

を読み取る。  

 

・ 「なぜ」に着目し、「問い」の文であることを

押さえる。 

・ 論が、「まず」「次に」のような順序を表す言葉

によって展開されていることに気付かせる。 

・ 「実は」に着目し、「答え」の段落になってい

ることに気付かせる。 

 

・ 話題を変えるときに使う「では」という語を確

かめるようにする。 

・ 「どうやって」に着目し、「問い」であること

に気付かせる。 
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５  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６  

本  

時  

 

 

 

 

 

 

 

 

○  ヤドカリについた

イソギンチャクの利

益を読み取る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  筆者の表現の工夫

を見つける。  

・ 誰が、何を、どうやって調べたことなのかを確

かめるようにする。 

・ 「問い」に対する「答え」が、９段落の内容で

あることを確かめるようにする。 

・ 理解が難しい児童には、教科書の挿絵の番号を

手がかりに、それに対応する本文にも番号をつ

け、順序に気付くようにする。 

 

・ 「では」に着目し、新たな「問い」が書かれて

いることを確かめる。 

・ 主語がイソギンチャクに変わっていることに気

付くようにする。 

・ ヤドカリに付いている場合とついていない場合

の餌の取り方を比べさせ、その違いが理解できる

ようにする。 

・ 「しかし」に着目させ、前後の文を対比して読

むようにする。 

・ 「問い」に対する「答え」が、11 段落の内容で

あることを確かめるようにする。 

 

・ 本論の三つのまとまりから自分が一番わかりや

すいと思う所を選ぶよう促す。 

・ 他のまとまりと比べながら工夫を見つけるよう

助言する。 

・ グループでの交流では、友だちの意見と自分の

考えを比べながら聞くよう指示する。 

・ 筆者が説明することに合わせて表現を工夫して

いることに気付くようにする。 

Ⅲ  

 

 

次  

７  

８  

 

 

 

９  

○  共生関係にある生

き物について書かれ

ている本を読み、文章

を書く。  

 

○ まとめた文章を紹

介し、意見を交流す

る。 

・ 共生関係にある生き物について調べたことを問

いと答え、説明の形式でまとめるよう促す。 

・ 読み手に分かりやすくするために、今までに学

習した表現の工夫を活用するよう助言する。 

 

・ 友だちがまとめた文章にどのような工夫が使わ 

れているか考えながら読むよう促す。 
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６．本時の学習 

① 本時の目標 

  ・筆者の表現の工夫を見つけることができる。  

 

  ② 本時の展開 

学習活動 ★発問 ◎助言 ○指示 ▼支援  

１．本時の課題を確認する。  

 

 

 

 

 

 

 

２．教材文を読む。  

 

３．筆者の表現の工夫を見つけ、交流

する。  

 ・グループで  

・全体で  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．本時の学習を振り返り、次時の学

習の見通しをもつ。  

★ 中の三つのまとまりの中でどのまとまりが１番

わかりやすかったですか。 

▼ わかりやすいまとまりには筆者の表現の工夫が

隠されていることに気付かせるようにする。 

▼ 本時の課題を板書し、全員で読んで確かめる。 

 

 

 

○ 筆者の技を探しながら読むようにしましょう。 

 

★ これまでの説明的な文章で、筆者の技はどんな

ものがありましたか。 

▼ 掲示してある「筆者の技カード」を示しこれま

で見つけた「技」を思い出させるようにする。 

▼ 段落相互の同じところと違うところを見つけた

ことを思い出させるようにする。 

○ これまでの筆者の表現の工夫を思い出して筆者

の表現の工夫を考えてみましょう。 

▼ それぞれのまとまりを比較して考えるようにす

る。 

▼ 友だちの意見と自分の意見を比較しながら聞く

ようにする。 

 

○ 今日の学習で学んだこと、筆者の技を見つける

ことができたかなどをまとめましょう。 

○ 今日学んだ筆者の表現の工夫を使って次回から

生き物の関係を文章にまとめていきます。 

｛評価｝ 

・ 筆者の表現の工夫を見つけることができたか。 

筆者の技を見つけよう。  
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７．指導を終えて 

（１）学年の取り組み 

本学年では、「自分の考えを話す」「語彙を増やす」「多種多様な本を読む」ことができ

るように４月当初から国語の学習に取り組んできた。 

一つ目は、個々が自分の考えを発表できるよう、ペアトークやグループトークを毎時

間設定した。少人数で行うことで、互いの意見に共感したり質問をしたりしやすく、全

体交流までに考えを整理できるため、自信をもって発表できる児童が増えた。また、友

だちの良い意見を推薦することもあり、より多くの児童が発表できるようになってきた。 

二つ目は、語彙を増やす活動としては辞書引きを中心に行った。手に届く場所に国語

辞典を置き、分からない言葉が出てきた時には辞書で意味を確認するようにした。辞書

の早引きや言葉集めなど楽しんで活動できるものを繰り返し行うことで、語彙を増やす

だけでなく、文章に出てくる言葉一つ一つをしっかり見るようになった。 

三つ目は、多種多様な本が読めるよう、並行読書にも取り組んできた。朝の読書タイ

ムでは、月に一度、地域・保護者の方による読み聞かせがある。その中で、季節感のあ

る本や学習内容に関連した本の読み聞かせもあり、児童が本を好きになる良い機会とな

っている。読み聞かせが終わった後には、さらに読みが広げられるよう、同じ作者の本

や内容が似ている本を教室でも紹介している。 

本単元に入る前に、既習の教材を使って説明的な文章の構成や筆者の工夫について学

んだ。児童は、内容が理解できているので、構成に着目して正しくとらえることができ

た。また、内容が似ている他の教材と比較し、どちらが分かりやすいか選び、理由を考

える学習を行った。筆者の表現の仕方によって読み手の印象が変わることに気付き、表

現の工夫とその効果についても考えることができた。児童が見つけた筆者の表現の工夫

は、教室に掲示し集める。これらの活動を１年間通して行うことで、説明的な文章を読

む際に児童の意識付けとなっている。 
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 （２）本実践の考察 

  ◯ 学習意欲の向上を図る言語活動の工夫 

 本単元では、「共生関係にある生き物について書かれた本を読み、文章を書いて紹介

する」という言語活動を行った。Ⅰ次では、共生関係にある生き物についての本を紹介

した。児童は、他の共生関係にある生き物についても、もっと調べてみたいと興味をも

つことができていた。また、指導者が書いた例文を紹介することにより、自分たちもこ

んな文章を書いてみたいと意欲をわきたたせていた。  

児童が学習の見通しをもてるように学習計画を知らせた。（資料①）  

どの時間にどんな学習をするかが明確になり、家庭学習で音読を行う際にも予習をす

る手立てとなった。また、Ⅲ次の文章に書く生き物の名前と、自分の意見を書く欄を作

ることで、児童は事前

に書くことを決め、ス

ムーズにⅢ次に入るこ

とができた。自分の書

きたいことが明確にな

ることで、自主的に情

報を集め、メモしたり

資料に線を引いたりし

ている児童も見られた。 

Ⅱ次では、筆者の表

現の工夫を「筆者の技」

とし、児童が興味をも

って筆者の表現の工夫

を考えることができる

よう工夫した。また、

見つけた技は児童がネ

ーミングを考え、「技

のおしながき」に集め

ていくことで、意欲的に取り組む

ことができた。（資料②）  

児童は「これも筆者の技かな

あ。」と興味をもって探していた。

見つけた技は、児童が「問い技」

「たとえ技」「くらべ技」など名前

を付け、技の効果を考えながら「技

のおしながき」に集めていった。

また、集めた技は「分かりやすさ

が増す」「説得力が増す」「興味を

引く」の三つに分類し整理してい

った。そうすることで、筆者が説明することに合わせて表現の工夫をしていることに気

付き、Ⅲ次での文章を書く際に活用しやすくなった。  

 

 

（資料① 学習計画表）  

（資料② 児童が集めた技のおしながき）  

（資料① 学習計画表） 
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 ◯ 基礎的・基本的な知識技能の習得 

   最初に、説明的な文章の構成には頭括型、尾括型、双括型があることを学習し、筆者

の意見を確認した。そして、「説明的な文章の家」のワークシートに筆者の意見を書くこ

とで、内容と筆者の意見を結びつけながら学習することができた。（資料③） 

また、「問い」「実験・観察」「答え」の順に書かれていることや、筆者の思考の流れに

沿って論が展開されていることに気付くことができた。拡大したワークシート教室に常

掲し、読み取っていく中で分かった事

柄も付けたしながら進めていった。 

内容を読み取る際には、指示語にサ

イドラインを引き、その指示語の指す

言葉を線で繋げた。これにより、内容

を正確に読み取ったり、段落のまとま

りをとらえたりすることができた。ま

た、接続詞にサイドラインを引くこと

により、児童は段落の結びつきや論の

展開を考えて読み取ることができた。 

ヤドカリとイソギンチャクの関係を

読み取る際には、表を用いて整理し、

対比して書かれていることを確認した。表にまとめることで視覚的になり、正しく内容

を読み取ることができていた。対比して読むことにより、イメージしやすく児童が実感

的に内容を読み取ることができた。また、文章を挿絵と照らし合わせて確認することで、

一つ一つの言葉に着目しながら読むことができていた。 

   本論の三つのまとまりから、自分が分かりやすいと感じたまとまりを選び、一つのま

とまりに絞って探すようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 注・１ 武田正倫 『新しい国語４年上 ヤドカリとイソギンチャク』東京書籍 を参考に作成 

（資料③ 説明的な文章の家）  

ま
と
ま
り
１
か
ら
見
つ
け
た

ま
と
ま
り
２
か
ら
見
つ
け
た

ま
と
ま
り
３
か
ら
見
つ
け
た

（資料④ 児童が書いた筆者の技）  
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筆者の表現の工夫を見つける際には、「分かりやすさが増す」「説得力が増す」「興味を

引く」の三つの視点から「筆者の技」を見つけることができていた。（資料④） 

本時では、新たに「信じ技」「図技」「ぎゃく技」などが出た。そして、本論の三つの

まとまりに使われている技を比較することで、筆者が内容に合わせて表現を工夫してい

ることに気付くことができた。 

Ⅲ次では、並行読書してきた本の中から書きたい生き物を選び、文章を書いた。その

際には、まず付箋に書いた文章を並び替えて構成し、内容に合った技を考えるようにし

た。児童は、Ⅱ次での学習を活かして、文章を構成し、技を効果的に使って書くことが

できていた。書き上げた文章を「生き物のふしぎな関係ブック」にまとめ、いつでも読

めるようにした。（資料⑤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、書き上げた文章を読み合い、感想を交流した。児童は、「実は技を使っている

からわかりやすかった。」「比べ技があるから説得力があった。」など、技の工夫に着目し

て読んでいた。 

毎時間の課題に対し、笑顔や泣き顔などの表情と、吹き出しにコメントを書き入れ、

自己評価を行った。悲しい顔を描いていた児童に対しては、個別に対応することにより

段々と笑顔を描ける児童が増えてきた。また、文章に書くことが苦手な児童も、毎時間

問
い
か
け
技 

問
い
技 

実
は
技 

写
真
技 

例
え
技 

ま
と
め
技 

（資料⑤ 児童が書いた作品）  
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の課題に対して自分はどうだったのかを簡単に表現することができ、自信を持って書く

ことができていた。 

 

  ◯ 図書の計画的な活用 

   本単元のⅢ次で、共生関係にある生き物について文章を書くにあたり、共生関係にあ

る生き物について書かれた本、同作者の本を用意し、並行読書を行った。同種の生き物

の本の中にも絵本や図鑑など複数用意することで、普段本をあまり読まない児童も興味

を持って取り組むことができた。Ⅱ次を学習している間に、児童は書きたい生き物の情

報を複数の本から探し、自分でメモに残したり、資料に線を引いたりと意欲的であった。

用意した本以外にも、地域の図書館や家の本などを利用したり、パソコンで調べてきた

りして必要な情報を収集している児童もいた。 

本単元で説明的な文章の構成や筆者の技を学習したことで、内容だけではなく見方が

広がり、説明的な文章を楽しく読む姿が多く見られるようになった。  

 

８．成果と課題 

  ● 技を探すことをめあてにしていたので、文や言葉に着目することができた。  

  ● グループでの話し合いでは、自分の考えを発表するだけでなく、友だちの意見を聞

いて、感想を伝えたり質問をしたりすることで、さらに読みを深めることができた。  

  ▲ 既習の技と新出の技で色を分けて書くなどし、技の整理をしていく必要があった。  

  ▲ グループでの話し合いのルールを定着させると、より話し合い活動が活発になるの

ではないか。  

 

並行読書で用いた図書 

 

・伊藤 年一    『助けあう生き物の話』           学研教育出版 

・武田 正倫    『さんご礁のなぞをさぐって』        文研出版 

・大方 洋二    『クマノミとサンゴの海の魚たち』      岩崎書店 

・武田 正倫    『ヤドカリとイソギンチャック』       金の星社 

・本川 達雄    『サンゴしょうの海』            福音館書店 

・高家 博成    『こすもすと虫たち』            新日本出版社 

・沖山 宗雄    『魚』                   学研教育出版 
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第５学年の実践 

国語科学習指導案  

 

指導者  佐藤 優  

 

日  時  平成 28 年６月 15 日（水） 第５時限（13:45～14:30） 

学年・組  第５学年３組 在籍 32 名 

単  元  要旨を捉え、動物ブックトークをしよう 

        （動物の体と気候 東京書籍 ５年） 

 

１．教材間の関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．学習目標 

○ 動物の体と気候の関係に興味を持ち、構成に注意して読んだり、進んで自分の考え   

 を出したりしようとしている。 

・  文章の構成を考えながら内容を読み取り、要旨をとらえることができる。 

・  筆者が説明に用いている文章の構成について理解することができる。 

・  筆者の考えをまとめ、友だちに伝えることができる。 

 

３．評価規準 

国語の関心・意欲・態度 読む能力 書く能力 言語に関する事項 

・動物の体と気候と

の関係に興味を持

ち、進んで教材文

を読んだり自分の

考えを出したりし

ようとしている。  

 

 

・文章の構成を考えな

がら内容を読み取

り、要旨を捉えてい

る。 

・筆者が説明に用いて

いる文章の構成につ

いて理解している。 

 

・文章全体の構成を踏

まえ、決めた分量に

合わせて、教材文の

言葉を使いながら要

旨をまとめている。 

 

・文章全体の構成を踏

まえ、決めた分量に

合わせて、教材文の

言葉を使いながら要

旨をまとめている。  

・書いた要旨を発表し

合い、自分が書いた

ものと比べながら表

現について助言し合

っている 

 

 

前単元 

４年 ７月 

ヤドカリとイソギンチ

ャク 

・段落と段落の結びつき

を考えながら読み、文

章のまとまりを捉え

る。 

 

本単元 

５年 ６月 

動物の体と気候 

 

・文章の構成を考えなが

ら読み、要旨を捉える。 

 

次単元 

６年 ５月 

イースター島にはな

ぜ森林がないのか 

・事実と意見とを区別し

ながら文章を読み、そ

れに対する自分の考え

をもつ。 
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４．指導にあたって 

【児童観】 

本学級では、普段から読書への関心が高いが、物語などを読んでいる児童が多く、自然

関連の本を好んで読む児童は少ない。本単元の学習を通して、児童の自然分野への興味を

広げるきっかけにしたい。また、朝の学習タイムに全員読みの音読の時間を学年で取り組

み、声を出して読むことに親しんでいる。前単元の物語文「世界で一番やかましい音」の

学習では、「設定」「展開」「山場」「結末」の部分を確かめ、物語の構成を考えながら、山

場で起きた変化をとらえる活動を行った。文章構成について考える際に、４年生までに学

習した、「はじめ」「中」「終わり」を思い起こさせた。児童は物語文にもそういった構成が

あるのだということを知り、構成について考える際には意欲的になった。説明文の学習に

おいて児童は４年生の時に、書かれている事実を読み取る学習をしてきている。しかし、

そこから筆者の考えを自分なりにまとめたり、読み取ったことから自分の考えを発表した

りする活動にはまだ慣れていない。本単元の学習を通して、単元の最後に設定したブック

トークを行うために必要な力として、説明文の要旨をまとめ、分かりやすく伝える力をつ

けさせたい。 

【単元観】 

本単元の学習では、児童が学び、考える学習を進めるために、ブックトークという形を

とり、読み取った内容を相手に伝える言語活動を取り入れたい。この活動を通して、学ん

だ内容を深め、より自分のものにできると考える。そして、相手に伝えるためには筆者の

主張をつかみ、文章を読み直し、表を活用することで書かれている内容を読み取り、その

要旨が的確に押さえられるものと考える。 

本単元で付けたい言語の力を「C 読むこと」の指導事項ウ「目的に応じて文章の内容を 

的確に押さえて要旨をとらえたり、事実や感想、意見などとの関係を押さえ、自分の考え

を明確にしながら読んだりすること。」とする。この力をつけるために、文章の組み立てに

注意しながら内容を理解して要旨をとらえること、それを自分なりの方法で表現すること

をねらいとしている。４年生で学習した「段落と段落の結びつきを考えて、書かれた内容

を正しく読み取る」という内容を発展させた、各文章の要約を通して説明文全体の要旨を

読み取るための単元である。また、単元での学習を通して得た興味や関心を日常の読書生

活へつなぐことも目的としている。動物ブックトークをするにあたり、動物の体と気候の

間にある関係を知ることで、動物に関する他のテーマで書かれた本を読む際に、何と何に

どんな関係があるのかという読みの視点につなげることができると考える。 

また本教材は、児童がもつ動物への興味・関心を手掛かりとしながら、動物の体と気候

との関係について、驚きや疑問を持ちながら主体的に読み進められるよう、筆者の考えが

論理的に展開されている。文章構成は、序論では話題が提示され、本論では説明の具体例

が示され、結論では筆者の主張で結ばれるという、一連の構成が分かりやすいものになっ

ている。そのため、文章の構成から要旨をとらえることに適している。  

【指導観】 

本単元を通して、文章構成をとらえ、要旨をまとめて表現する力を身に付けさせたい。

そのために、ブックトークという言語活動を取り入れる。要旨をとらえるためには文章に

書かれていることを正確に読み取っていくだけでなく、意味段落相互の関係や文章全体の

構成をとらえる必要がある。そのため、文章構成を整理していく活動を行う際には、それ

ぞれのまとまりに書かれていることを短くまとめながら、要旨をまとめる活動につなげて

いく。 

また、ブックトークをする際に有効となるポイントを押さえながら本論の内容を整理し
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ていき、ブックトークに必要な視点を学習が進むごとに身に付けさせていきたい。 

第Ⅰ次では、扉から題名読みをし、どんなことが書かれているのかイメージを膨らませ、

話し合う。ペットなどの生き物ではなく、自然の中で生活している動物であることをおさ

え、なぜこんな形をしているのかという「疑問」「秘密」「不思議」を喚起させる。その後、

教材文を通読して初発の感想を交流し、動物ブックトークをしてみようという学習課題を

確かめ、本単元の学習についての見通しをもたせる。 

第Ⅱ次では、「体形」「体格」「毛皮」などの中心となる言葉に注目させながら、話題がど

こで変わるのかをとらえさせる。文章のまとまりをとらえながら内容を読み取り、文章全

体を序論・本論・結論に分ける。さらに本論部分を本論①〜③の３つに分け、それぞれの

まとまりごとに書かれていることを、「一般的事実」「理由や根拠」「具体例」に分けてとら

える。文章構成がわかりやすいよう、文章構成図を作り、文章の内容と構成を整理する。 

ブックトークをするために、良かった点、改善してほしい点、考えたことをシンキング

ツールのＹチャートを使い表にまとめて交流し、自分でまとめたブックトークを発表する。

その際、必ず要旨をまとめ、ブックトークの中に盛り込むようにする。そのことを通して、

文章の要旨をとらえることがブックトークに必要であり、第Ⅲ次で動物に関する他のテー

マの本に対してのトークを行う際の手だてになることに気付かせたい。 

第Ⅲ次では、動物の生態について書かれた本を読み、本の内容と筆者の考えをまとめ、

ブックトークをする。まとめた内容を同じ本を読んだ人同士、違う本を読んだ人同士で交

流し、文章に対する自分の感想や紹介の文章などとともに、友だちと伝え合い比べること

でより端的にわかりやすい要旨について考えさせたい。 

 

５．学習指導計画（全７時間） 

 

次 時 学習活動 支援のあり方（発問・助言・補説 等） 

 

 

 

 

Ⅰ 

 

次 

 

１ 

 

 

 

○ 題名と写真から、教材 

 文の内容を想像する。 

○ 教材文を通読し，初発 

 の感想を書き、発表し合   

 う。 

○ 筆者が何について述べ

ようとしているのかをと

らえ、要旨をまとめると

いう課題を確かめる。 

○ 学習の中でブックトー 

 クを行うことを知る。 

・ 題名と絵から内容を想像させ、設定を確認した

上で範読する。 

・ 初めて知ったことや疑問に思ったことなども書

かせるようにする。 

 

・ 説明文における筆者の述べたいことの中心を要

旨ということを確認する。 

 

 

・ ブックトークを行うためには、筆者の主張をつ

かみ、まとめる必要があることを伝える。 

 

 

Ⅱ 

 

 

次 

 

 

２ 

 

 

 

 

３ 

  

 

 

 

○ 文章を序論・本論①〜 

 ③・結論の５つのまとま  

 りに分け、小見出しをつ 

 ける。 

 

 

○ 本論１〜３を読み、動   

物の体と気候との関係を  

 読み取り、表に整理する。 

 

 

・ これまでの学習を想起させ、説明文を始め・中・

終わりに分けてきたことを押さえ、序論・本論・

結論への理解へとつなげる。 

・ 「体形」「体格」「毛皮」などのキーワードや、

文頭の言葉に注目しながら話題の変化を捉えさせ

る。 

・ 本論部分を「体形と気候」「体格と気候」「毛皮

の役割と気候」との関係の３部分に分けさせる。 

・ キーワードを見つけ、それを使って小見出しを

考えさせる。 

・ ブックトークをする際の視点となるよう、本論

ごとの特徴をおさえさせる。 
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Ⅱ 

 

 

次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 
 

５ 

本 

時 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

○ 前時までの学習を振り

返りながら文章構成図を

作る 

 

○  ブックトークをする 

ために伝えることを整理

し、グループで考えたブ

ックトークを発表し、交

流する。 

 

 

 

本論１・・・２枚の写真での比較 

本論２・・・図を使った比較 

本論３・・・写真が１枚しかないことによる分か

りにくさ など 

本論１〜３を通して、事実を説明するために具体

例と根拠を述べていることも筆者の述べ方の工夫

であることを押さえる。 

・ 文章全体の構成がわかるように表を書かせる。 

・ 「事実」「理由や根拠」「具体例」が、どこにど 

のような順番で書かれているかに注目させる。本

論が並列に並び、詳しく説明をしていることに注

目させる。 

・ グループでブックトークをするため、本文の中

から質問・わかりやすかった点・良かった点・改

善してほしい点・思ったことをブックトークメモ

としてＹチャートを使って整理させる。 

・ 整理したことをまとめ、ブックトークを作り、

発表する。 

・ 他の人の発表を聞いて、共通点、ちがい、わか 

りやすかった点について発表する。 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 

 

 

次 

６ 

 

 

 

 

 

 

  

７ 

 

○  動物の体について書か

れた他の本を読み、要旨

をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

○  動物の体について書か 

 れた他の本を読み、同じ  

 本を読んだ人同士、違う 

 本を読んだ人同士で、自 

 分の読んだ本について 

 ブックトークをする。 

 

 

 

 

 

・ 前時までの学習を生かし、「事実」「理由や根拠」 

「具体例」などに注目しながら、文章全体を通し

て筆者の最も伝えたいことは何かを考えさせる。 

・ Ｘチャートを使い、本の内容を整理しながら要 

 旨をまとめる。 

・ 前時までの学習を想起させ、ブックトークをす

るにあたって必要になる筆者の述べ方の工夫を見

つけるよう助言し、それをブックトークに盛り込

むようにさせる。 

・ 同じ本を読んだ人同士での交流で、自分のまと  

 めた内容に足りなかった部分や、ブックトークに 

使えるところを伝え合い、違う本を読んだ人同士 

での交流時によりわかりやすく伝えられるよう 

にさせる。 

・ 友達と比べて似ているところ、違うところを考   

 え、より分かりやすい要旨のまとめかたについて

振り返る。 

・ 前時で学習したように、その本で筆者の最も伝 

 えたかったことは何かということをまとめるよう

助言する。 
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６.本時の学習 

 ① 本時の目標 

  ・伝えたいことをまとめ、グループでブックトークを考えることができる。 

 ② 本時の展開 

学習活動 ★発問 ◎助言 ○指示 ▼支援 

１.本時の課題を確認す

る。 

 

 

２. 教材文を読む。 

 

３.前時までに整理した

文章構成図を参考にし

ながら、Ｙチャートを

使って自分の考えを整

理しましょう。 

 

４.台本を書き、それをも

とにブックトークをす

る。 

 

 

 

５．次時から動物に関す 

 る他の本を読んでいく 

 という学習について知 

 る。 

▼ 本時の課題を板書し、全員で読んで確かめる。 

 

 

○ 本文を音読しましょう（段落読み）。 

★ この文章を読んで、自分はどう考えましたか。 

▼ ブックトークをする際の言葉の使い方を書いた台本 

○ これからブックトークをするために Y チャートを使って自  

 分の考えをまとめましょう。  

①  わかりやすかった点・良かった点 

②  改善してほしい点 

③  思ったこと 

  を書き出し、自分の考えを整理する。 

○  自分でＹチャートを使い整理したことをまとめて、台本を 

書きましょう。台本の中に要旨を必ず入れるようにしましょ

う。 

○  ほかの子の発表を見て、共通点、ちがい、わかりやすかっ 

た点について発表しましょう。 

 

○ 次の時間からはこれまでの学習を生かして動物に関する他

の本を読んで、要旨をまとめ、ブックトークをする活動をし

ていきます。 

 

 
 

７.指導を終えて 

（１）学年の取り組み 

  ５年生では、読むことに親しむために朝の学習の時間を利用して音読を続けている。本

伝えたいことをまとめ、動物ブックトークをしよう。  
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単元では、児童が学び、考える学習を進めるために、ブックトークという形で、読み取っ

た内容を相手に伝える学習活動を取り入れた。児童がより興味をもって取り組めるように

するために、児童数分の図書を東淀川図書館から取り寄せ、その中から本を選べるように

した。また、単元の学習計画と既習の内容を教室に掲示し（資料①、②）、学習の見通しを

もち、いつでも振り返りながら学習を進められる環境を整えた。また、本単元で使用した

ＹチャートやＸチャートなどのシンキングツールについては、国語科だけでなく社会科の

調べ学習でも使用した。児童は、考えを視覚的に分かりやすく整理できるため、容易に情

報を観点別に振り分け、整理することができた。これからも単元や教科を限定せずに継続

して使用し、定着を図りたいと考えている。 

 

（２）本実践の考察 

 ○ 学習意欲の向上を図る言語活動の工夫 

学年当初より教室内に話型、ハンドサインを掲示し、国語科に限らず、話し合いがス

ムーズに行えるようにした。また本単元 の学習では、子どもたちがめあてをもって主

体的に学習を進めるために、Ⅲ次で行う言語活動を常に意識することが大切と考えた。

Ⅲ次では、ＴＢＴ（豊里ブックトーク）をするという学習計画を立てた。児童は「いろ

いろな本が読めて楽しそう」「たく

さんの本を読みたい」とうれしそ

うに話している姿が見られた。Ⅲ

次までの見通しをもつことができ

るようにするために、掲示物を工

夫した。（資料①）今、どんな学習

をしているのか、これからどんな

学習をするのかが一目で分かるよ

うにしたので、意欲的に学習を進

めることができた。また、既習内

容を掲示したので、それを振り返

りながら、学習を進める児童もい

た。（資料②） 

 

 

Ⅲ次で、児童がＴＢＴ（豊里ブックトーク）をしたときには、友だちの話を聞いて、

「そんなつながりってあるんや」「動物の体って面白いな」と動物の生態について、より

興味をもつことができた児童も多かった。 

（資料① 学習計画が一目で分かるようにした掲示物）  

（資料② 既習内容の掲示）  

学習が進むたびに、フェネックを動かして

いく。  
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○ 基礎的・基本的な知識・技能の習得 

まず、序論・本論・結論に分けた。そして、中心になる言葉を手掛かりに、本論のど

こで話題が変わるのかを考えさせた。中心になる言葉として、児童は、「体型」・「体格」・

「毛皮」という言葉に着目した。それぞれのまとまりで中心になっている言葉をしぼる

ことで、本論が大きく三つに分かれていることに気づくことができた。 

次に、本論の三つのまとまりを読み比べた。共通している点について児童は、「寒い

地方」・「暑い砂ばく」など言葉は変わるが、「気候」と関連付けて、説明が展開されて

いることに気づいた。さらに、取り上げられている動物名（具体例）、何についての説

明か（一般的事実）、動物にそのような特徴がある理由（理由・根拠）の３点について、

違いを考えさせ、表にまとめた。キーワードに気を付けながら、短くまとめるよう促す

ことで、児童は、一目で内容のつながりがわかるように工夫してまとめることができた。

（資料③） 

 

 

 

この表にまとめた事柄を基に小見出しをつけた。表にまとめることで、内容を整理

できていたため、どの児童も小見出しを無理なく考えることができた。 

さらに、文章構成図を考えた。それぞれの考えた図を交流するときには、図を示し、

本文のどこから（根拠）、どのように考え（理由）、示した図になったのかを話すように

した。そうすることで、各自がなぜそのようなつながりにしたのかを交流し合うことが

できた。 

最後に、Ⅱ次での動物ブックトークを行った。ここでは、Ⅲ次で行うブックトークに

向けて、Ｙチャートを使い、ブックトークの台本にまとめた。Ｙチャートに分類する観

点は、「わかりやすかった点・良かった点」「考えたこと」「改善してほしいこと」にし

た。まずは、同じ観点にして、Ｙチャートの使い方を理解させたいと考えたからである。

Ｙチャートを使うことで、伝えたい内容を分類して、整理することができた。（資料④） 

 

（資料③ 本論の内容を表にまとめた） 
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（資料⑤ Ｘチャートを使ったワークシート）  

 

          

  Ⅲ次のテーマ別動物ブックトークでは、Ⅱ次で学習した方法を使い、自分の好きな本

を選んでブックトークの準備をした。まず、同じ本を選んだ人同士で班を作り、交流し

た。その際、Ⅱ次では、Ｙチャートのみを使ったが、Ⅲ次では、読みの観点や本の特性

に合わせてＸチャート（資料⑤）も用い、伝えたい内容を自分の考えた観点で分類し、

整理することにした。 

 

（資料④ Ｙチャートを使ったワークシート） 

要旨をまとめ、自分が読んで考えたことを伝えるた

めにわかりやすい文章で書けている。  

第Ⅲ次ではシンキングツール

としてＸチャートを用い、ブ

ックトークの四つの観点を自

分たちで考えさせた。  
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（資料⑥ ブックトークの様子） 

 

児童は、友達の意見を聞くことで、自分の気づかなかった部分にも目を向け、読みを

深めることができた。 次に、違う

本を読んだ人同士でもグループを

作り、交流した。この時、同じ本を

読んだグループでの交流が自信に

つながり、児童は意欲的にブックト

ークに取り組んでいた。（資料⑥） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 図書の計画的な活用 

  Ⅲ次でのＴＢＴ（豊里ブックトーク）を行うにあたり、教材文である動物の体と気候

に関連した本だけでなく、動物の生態など、幅広いテーマの本を集めた。写真や図表が

多く用いられており、それに関する説明がきちんと書かれているもの、また、児童があ

まり知らないことを書いていると考えられる本を意図的に選んだ。グループで活動する

ことができるように、どの本も４冊ずつ用意した。図書の中には動物の体と気候の筆者

である増井光子氏の著書も数種類用意し、同一筆者の本を読み比べることで、筆者の考

えをより深めることができるようにした。教材文と違って、どこに要旨が書かれている

のか、本によって違うにも関わらず、児童は、本の題名や図表などと関連させながら、

文章の重要な点を的確に押さえ、要旨をまとめ、紹介し合うことができた。ＴＢＴの後、

友だちが紹介していた本について、興味をもち、休み時間や読書タイムなどに読んでい

る児童もいた。 

 

８.成果と課題 

 ● ブックトークをするために一人一人が自分の考えを出し、伝え合うことができた。 

 ● 単元を通して、要旨をまとめるということを意識しながら読む児童が増えた。 

 ● シンキングツールを使い、自分の考えを整理することができた。 

 ● ブックトークをすることで、読書に対して意欲的になった。 

 ▲ 児童の思考にあったワークシートの活用の仕方を探る。 

 

 

「この部分は要旨とし

てブックトークに入れ

たらどうだろう。」  

 

「 動 物 に は

個 性 的 な 特

技 が あ っ た

んだね。」  

「今のブックトークは要

旨が分かりやすくまとめ

られていて、その本を読

んでみたくなったよ。写

真もわかりやすいね。」  

「今の○○さんのブック

トークを聞いて、この本の

筆者の考えていることが

よくわかったよ。」  

 

「どの動物も環境に合わせて

生き方を工夫していて、例え

ばこの動物は食べるときに知

恵を働かせています。」  
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ブックトークに使用した図書一覧 

 

どうぶつのからだシリーズ（著者 増井光子） 

・ どうぶつの目 

・ どうぶつの鼻 

・ どうぶつの耳 

・ どうぶつの手と足 

・ どうぶつのしっぽ 

 

動物のちえシリーズ（著者 成島悦雄） 

・ 食べるちえ 

・ 身を守るちえ 

・ 育てるちえ 

・ 眠るちえ 

・ ともに生きるちえ 

 

森の写真動物記シリーズ（著者 宮崎学） 

・ けもの道 

・ 水場 

・ ワシ・タカの巣 

・ ガラパゴス（著者 ジェイソン・チン） 

・ ダーウィンが見たもの（著者 ミック・マニング） 

大草原のノネコ母さん（著者 伊澤雅子）      
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第６学年の実践 

国語科学習指導案 

      指導者   上田 学  

 

日  時  平成 28 年５月 25 日（水）第５校時（13：45～14：30） 

学年・組  第 6 学年 2 組（在籍 32 名） 

単   元  人と森林の関わりについて書こう 

      （「イースター島にはなぜ森林がないのか」 鷲谷 いづみ 東京書籍 ６年） 

 

１．教材間の関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．学習目標 

◯ 『ＲＥＣ』（Roppy Environment Conference） 3をするという見通しをもち、森林の役割  

についての自分の考えを表現しようとする。  

・ 事実と意見との関係に注意して、自分の考えを明確にしながら筆者の主張を読み取るこ

とができる。  

・ 文章を読み、筆者が説明に用いている文や文章の構成について理解することができる。  

・ 教材文や関連図書、ネット情報を活用して、事実と意見とを区別して自分の考えを書く

ことができる。  

３．評価規準 

国語の関心・意欲・態度 読む能力 書く能力 言語に関する事項 

・題名や文章の内容

に興味をもち、進

んで感想を発表し

たり文章を読んだ

りしようとしてい

る。 

・事実と意見とを区

別しながら、筆者

の 主 張 を 読 み 取

る。 

・文章を読んで考え

たことを発表し合

い、自分の考えを

広げたり深めたり

している。 

・書いた文章が自分

の考えを明確に表

し た も の で あ る

か、表現の効果を

工夫している。 

・事実と意見との関

係 に 注 意 し な が

ら、自分の考えを

書 く こ と が で き

る。  

・筆者が説明に用いて  

いる文や文章の構成 

について理解してい

る。 

・自分の考えを明確に

しながら、書く事柄

を収集し、整理して

書いている。 

                                                   
3 ６年の合言葉と環境会議の意味から、「６年生による人と環境の関わり方について

の会議」という意味の指導者による造語。  

前単元  

5 年 １月  

テレビとの付き合い方  

・例と意見との関係に注

意して考えを読み取

り、自分と身の回りの

メディアとの関わり

について考える。  

本単元  

6 年 5 月  

イースター島にはなぜ

森林がないのか  

・事実と意見を区別しな  

がら文章を読み、それ 

に 対 す る 自 分 の 考 え 

をもつ。  

 

次単元  

6 年 2 月  

プロフェッショナル  

たち  

・文章を読んで、そこに

書かれた人物の生き

方から、自分の将来の

夢や生き方を考える。 
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４．指導にあたって 

【児童観】 

本学級では、ほとんどの児童が国語の学習に進んで取り組んでいる。４月教材「サボテ

ンの花」では、サボテンと風の考えを比較して、物語の感想を自由に表現した。「サボテン

の生き方に共感できる」、「風の意見に賛成である」など様々な意見がでた。また、「生きる」

では、文末の「〜ということ」に着目し、自分たちで詩をつくる活動をした。感じたこと

を自分らしく夢中になって取り組むことができた。 

  説明文については、前学年単元の「テレビとの付き合い方」で、意見と具体例との関係

に注意して筆者の考えを読み取り、自分の意見を発表しあった。そして、教材文をもとに

自分の選んだメディアに対する意見文を書く活動をした。意見文については、どの児童も

興味深く取り組んでいたが、文章構成を考えながら自分の意見を書くことは十分でなかっ

た。それは、教材文を読み取るなかで、それぞれの段落やまとまりと全体の構成をとらえ

ることが不十分だったからだと考えられる。そこで、自分の考えを明確にしながらその理

由を書いていく等、文章構成について学習をしていく。また、段落を整理し意見と事実と

の関係に着目しながら教材文の要旨をおさえ筆者の主張を読み取らせたい。また人と森林

のかかわりについて書いた自分の意見文を全体で交流する場を工夫し、書くことの意欲づ

けをしたい。 

 

【単元観】 

児童の実態を受け、つけたい言語の力を「Ｂ書くこと」の指導事項イ「自分の考えを明

確に表現するため、文章全体の構成の効果を考えること。」とする。この力をつけるため

に「筆者の主張に対する自分の考えを表現する」という言語活動を位置づけた。本教材は、

かつて豊かな森林のあったイースター島から、なぜ森林がなくなってしまったのかが島の

歴史をなぞるように書かれている。イースター島の森林消失の過程を紹介することで持続

可能な社会の重要性について主張する文章であり、これまでの自分の知識や経験を生かし

ながら、文章に対する自分の考えをもつことができる。序論・本論・結論の構成のもとに

筆者の主張が展開されており、文章の構成と、事実と意見の関係を押さえながら筆者の主

張を読み取ることに適している。また、イースター島の事例を学ぶことで、環境破壊が文

明の崩壊に至る可能性のあることや、外来生物の持ち込みが日常的に行われている中で、

自然が微妙なバランスの上で成り立っていることが理解できる。そして、生態系という視

点で環境問題をとらえ、持続可能な社会の構築こそが人類生存のカギであるという認識を

もたすことができると考えられる。教材文を通して人と環境の関係に関心をもたせること

ができ、並行読書として生態系や環境についての本を読み、自分の考えを深めることにも

適している教材であると考えられる。 

  

【指導観】 

  第Ⅰ次では、５年で学習した「森林のおくりもの」や社会科で学習した「森林のはたら

き」等、これまでの学習を想起させてから、題名読みをする。イースター島や「森林がな

い」状態、その理由などを話し合う中で、読みのかまえをもつ。その際、写真や地図、資

料を使い、イースター島をよりイメージさせたい。その時、本文を通読し初発の感想を書

く。初発の感想を、交流していく中で学習計画を立てる。そして単元の最後には、人と環

境の関わり方についての会議『ＲＥＣ』（Roppy Environment Conference ）をするという

見通しをもたせ学習の意欲を継続させたい。 

   教材文を読み進めていくために、まず、序論・本論・結論の三つの大きなまとまりにわ
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け文章の構成をつかむ。序論ではイースター島を知ることで「イースター島にはなぜ森林

がないのか」について関心をもたせたい。 

  第Ⅱ次では、まず、人間とラットがイースター島に上陸した経緯についてまとめていく。

そして本時では、イースター島から森林が失われた原因をまとめていく。原因は何か考え

ながら音読していく。その際、「である」や「なっている」などの事実について書かれてい

ることと、「ちがいない」「はずである」などの考えを書いている部分では文末表現に違い

があることに気づかせたい。また、推量表現は事実かどうかわからない、決めつけること

はできないということを、話し合いを通して理解できるようにする。本論の内容はシンキ

ングツールの一つであるコンセプトマップを用いてまとめていく。コンセプトマップを使

って分類・整理することで、情報の関連付けをしながら思考を深めることができる。また、

視覚化することで、思考を友だち同士で共有し、交流しながら考えを深めていくことがで

きると考えられる。書かれている順序や接続語に着目し矢印や記号を用いて人が見て分か

りやすいように工夫させたい。そしてコンセプトマップで整理した情報をもとに内容をま

とめていく。森林が失われたのは人間とラット、どちらにより原因があるのかについて考

える。人間とラットの責任を「配分グラフ」に表し、とらえた内容を参考にして自分なり

の考えをもちたい。交流活動では、それぞれの考えの違いに気付き、友だちのよさを認め

合いながら、自分の考えを広げたり深めたりすることにつなげたい。 

   第Ⅲ次では、人と森林の関わりについて、関連図書やネットの情報等を活用しながら、

自分の考えを書いていく。筆者の論の進め方や段落構成を参考にするようにしたい。そし

て『ＲＥＣ』（Roppy Environment Conference ）を開催し、意見を交流し、より人と森林

についての考えを深めさせたい。 

 

５．学習指導計画（全９時間）  

次  時  学習活動  支援のあり方（発問・助言・補説 等）  

Ⅰ  

 

 

次  

１  

 

 

２  

 

○ 題名読みをする。 

 

 

○ 初発の感想を書く。 

 

○ 感想を交流し、学習

の見通しを立てる。  

・ 題名や写真、写真の下の文を読み、教材文の内容

を想像させる。題名が課題になっていることを押さ

える。 

・ 初発の感想として初めて知ったことを書き、学習

活動のイメージをもたせる。 

・ 感想を交流し、単元の最後に人と環境についての

意見文を書き、環境会議ＲＥＣを開くことを知らせ

る。 

Ⅱ  

 

 

次  

３  

 

 

 

 

４  

本  

時  

 

 

 

○ 序論の内容を読み

とる。 

○ 本論(４～７段落)

の内容を読みとる。 

 

○ 森林が失われた原

因を読み取りまとめ

る。  

 

 

 

・ イースター島についての情報を読み取る。 

 

・ 人間とラットが上陸した経緯を読み取る。 

・ ポリネシアン人上陸時のイースター島の様子やラ

ットの逃亡について読み取る。 

・ シンキングツールを用いて、本論(８～20 段落)

をまとめる。 

・ 森林が失われた二つの原因と三つの目的を読み取

り、人間とラットのどちらにより責任があるのかを

考える。 
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６．本時の学習 

① 本時の目標 

  ・森林が失われた原因について、事実とそれに基づく筆者の考えを読み取り、まとめる

ことができる。  

 ② 本時の展開 

 

５  

 

 

 

 

６  

 

 

 

 

７  

○ 森林破壊がイース

ター島にもたらした

ものを読み取りまと

める。  

 

○ 結論の内容を読み

取り全体の要旨と筆

者の主張をとらえる。 

 

 

○ 筆者の主張に対す

る自分の考えを書く。 

・ シンキングツールを用いて、本論(22～24 段落)

をまとめる。 

・ 森林破壊が食糧不足を引き起こし、結果として人

口が減少したとする説明を読み取り、自分の意見を

考える。 

・ 段落同士のつながりを意識して筆者の主張を読み

取る。 

・ イースター島の歴史から教えられる教訓の内容や

今後の人類の存続にかかわる文化についての書き

手の考えを読みとり、自分の考えをもつ。 

・ 筆者の論の進め方や、筆者があげている例につい

て話し合い、筆者の主張に対する考えを書く。 

Ⅲ  

 

 

次  

８  

 

 

９  

 

○ 人と森林の関わり

について自分の考え

を書く。  

○ ＲＥＣを開く 

 

・ 教材文や関連図書、ネット情報を活用して自分の

意見を明確にして書く。 

 

・ 自分の考えを友だちの考えと比べながら交流し、

深める。  

  学習活動 ★発問 ◎助言 ○指示 ▼支援  

1. 本時の課題を確認する。  

 

 

 

 

 

2.森林が失われた原因につ

いて、因果関係をたどりな

がらまとめる。 

・教材文を読む。 

・ワークシートにまとめる。 

・友だちと交流する。 

 

○ 前時をふりかえり、本時の課題を確認する。 

★ イースター島の森林はなぜ失われてしまったのか考えよ

う。 

 

 

 

○ 何が原因で森林が失われたのか注意しながら音読しま  

 しょう。 

○ 書かれている順序や接続後に気をつけながら、シンキン  

 グツールを用い、内容をまとめましょう。 

◎ 文章の中の言葉を使うようにする。 

▼ 友だちの意見を参考に、自分の考えを書き直したり、付  

 け加えたりするようにしても良いようにする。 

▼ 知りたいことや不明なことは、質問するようにする。 

◎ 原因１と原因２の文末表現の違いに気づくようにする。 

｛評価｝ 

文中の言葉を使ってまとめているか。 

      森林が失われた原因について、筆者の考えをまとめよう  
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本時の板書 

 

    

  

  

 

 

 

 

 

         

               

 

 

７. 指導を終えて 

（１）学年の取り組み  

 本単元では、人と森林の関わりについて書くという言語活動を設定した。児童の意欲を

継続させるためにⅢ次に人と森林の関わりについての会議（『ＲＥＣ』（Roppy Environment 

Conference））をすることにした。 

 本文を学習するなかで、段落を整理し、意見と事実との関係に着目しながら教材文の要

旨をおさえ筆者の主張を読み取らせた。そして、自分の考えを明確にしながらその理由を

まとめていくことにした。筆者の考えや論の進め方をとらえるために、シンキングツール

を用い自分なりに説明文の読みを進めていくようにした。シンキングツールを用いたこと

で、たくさんの情報の中から必要なものだけを取り出し、それらを整理したり、まとめた

りすることができるようになった。 

 また、『ＲＥＣ』に向けて、選書の機会と読書量を確保するために環境問題について書

かれた本を集め、学級文庫に置き休み時間などいつでも読めるようにするなど教室の環境

作りに努めた。読書環境の充実と授業の中で並行読書をすすめることにより、相違点や類

似点を見付けられることにつながった。そして、情報の中から必要なことを選択して読み

取り、それらを、話す、書くといった自分の考えを表現するための材料として取り入れる

ことができるようになってきた。 

 

（２）本実践の考察  

◯ 学習意欲の向上を図る言語活動の工夫  

子どもたちがめあてに向かって主体的に学習を進めるには、単元の出口となるⅢ次の表

3． 人間とラットの責任に

ついて考えよう。 

・「配分グラフ」用いて考え

る。 

・まとめたものを発表する。 

 

4．ふりかえり。 

○ 配分グラフを用いて、理由を考えながら人間とラットの  

 責任の配分を考えましょう。 

 

 

 

 

◎ 次時もシンキングツールを用いて森林破壊がイースタ 

ー島にもたらしたものをまとめていくことを伝える。 

ま
と
め 

イ
ー
ス
タ
ー
島
か
ら
森
林

が
な
く
な
っ
た
原
因
は
二
つ
あ
る
。
一
つ

目
は
、
島
に
移
り
住
ん
だ
人
々
が
様
々
な

目
的
で
森
林
を
切
り
開
い
た
か
ら
で
あ

る
。
も
う
一
つ
は
、
外
来
生
物
ラ
ッ
ト
の

繁
殖
に
よ
り
、
森
林
の
再
生
が
さ
ま
た
げ

ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。 

イ
ー
ス
タ
ー
島
に
は
な
ぜ
森
林
が
な
い
の
か 

 

め
あ
て 

 

森
林
が
失
わ
れ
た
原
因
に
つ
い
て
、
筆
者

の
考
え
を
ま
と
め
よ

う
。 

     
 

 
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 

    
 

 
 

 

   
 

 
 

・
人
間
が
ラ
ッ
ト
を
持
ち
込
ん
だ 

 

 
 

 
 

の
が
全
て
の
始
ま
り
。 

 
 

 
 

・
人
間
も
生
き
る
た
め
に
木
を
つ 

 

 
 

 
 

か
っ
た
か
ら
仕
方
な
い 

 
 

 
 

・
手
遅
れ
に
な
る
前
に
人
間
に
は 

 

 
 

 
 

で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
は
ず
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   
 

 
 

   

 人間  ラット  

イースター島にはなぜ森林がないのか  

 ラット  人間  

鷲
谷 

い
づ
み 
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現活動を常に意識できることが大切だと考えた。そこで単元を見通し、どの段階でも児童

がⅢ次の言語活動を意識できるように学習計画を常掲した。その結果、児童は毎時間の課

題と次時へのつながりが明確になり、学習意欲の継続につながった。 

 （資料①常掲した学習計画）  

 

また、書く活動においてはコンセプトマップを用いた（資料②）。このコンセプトマッ

プでは文章の中から必要な情報だけを取り出してグループ分けをしていく。それぞれのつな

がりを見つけやすく、文章の内容をより深く理解することができた。多くの児童が課題に

対して、論理的にまとめていた。読むことや、書くことが苦手な子どもたちも普段より取

りかかりが早く、しっかりとした文章が書けていた。 

  

◯ 基礎的基本的な知識・技能の習得 

導入(Ⅰ次)では全文を通読したあと、イースター島やモアイ像についての知識や本文を

読んで考えたことを交流した。児童からは「イースター島にあるモアイ像は世界の七不思

議らしい。」「モアイ像は先祖を祀るために作ったとテレビで見た。」といったことや、「モ

アイ像はなぜつくられたのか」「なぜポリネシア人は島にやってきたのか」などの疑問が発

表され 、イースター島やモアイ像を知ることの学習に高い関心をもつことができた。        

 Ⅲ次では、ネット情報や関連図書を用いながら、「人と森林との関わり方」について意

見文を書いた。また、自分の思っていることをうまく表現することのできない児童への書

くための手立てとしてワークシートを取り入れることで自分の考えを論理立てて書くこ

とができた。『ＲＥＣ』（Roppy Environment Conference）』では書いた意見文を発表し、

友だちが読んだ意見に対する自分の意見を交流し合った。しかし、意見に対する疑問や付

け足しなどはあまり出ず、「賛成」「反対」にこだわり、交流によって自分の考えを広げた

り深めたりできたとはいえなかった。  

 授業のまとめとして「配分グラフ」（資料②）を使って、ラットと人間の責任の比重に

ついて、具体的に数値にあらわし、自由に感想を書いた。「人間がラットを持ち込んだこ

とがそもそもの原因だ」、「ラットが繁殖した後でも、何か人間にはできたことがあるんじ

ゃないか」といった人間が森林を破壊した原因とする意見や、「生きて行くために森林を

伐採することは仕方ないことだ」といった意見も多く見られた。評価に関しては、本文に
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ないことでも、自由に書いてよいこととしたので、様々な視点から意見を書いていて物事

を多面的に見ることができていた。  

◯ 図書の計画的な活用  

多読につなげるために、並行読書に取り組んだ。本単元のⅢ次で、｢人と森林との関わ

り方｣について意見文（資料③）を書くにあたり、森林問題とそれに対する人間の関わり

方について書かれた本を教室に用意し、いつでも読むことのできる環境を整えた。本だけ

でなく、インターネットを使って必要な情報を収集する児童もいた。  

 

<第Ⅱ次でまとめたもの>  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンセプトマップ

で整理した言葉を

使って、まとめる

こ と が で き て い

る。  

 

本文から必要な

言葉を抜き出し

ている。  

 

 

 

配分グラフを使って、ラッ

トと人間の責任の比重を

多面的にとらえることが

できている。  

(資料② コンセプトマップと配分グラフ）  
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(資料③ 第Ⅲ次でまとめたもの） 

 

 

 

 

８． 成果と課題 

● 学習課題を教室に掲示することで、学習内容を振り返ることができた。  

● シンキングツールを用いたことで、必要な情報だけを取り出して整理できるようにな

った。  

▲ 話合い活動では「賛成」「反対」にこだわり、交流によって自分の考えを広げたり、

深めたりできたとはいえなかった。  

 

並行読書に用いた図書  

 

生物の消えた島 田川日出夫 文／松岡達英 福音館書店  

生物多様性の大研究 小泉武栄 監修／PHP 研究所  

鉄は魔法つかい 畠山重篤 著／スギヤマ カナヨ 絵／小学館  

川のいのち 文／立松和平 絵／横山桃子  

山のいのち 文／立松和平 絵／伊勢英子  

田んぼのいのち 文／立松和平 絵／横山桃子  

すぐできる環境調査４ 川や海で調べよう 監修／梅澤実  

水をきれいにするためにできること 監修／奈須紀幸  

地球環境子ども探検隊 森や原っぱで環境を考えよう 著／山岡寛人 フレーベル館  

地球の環境問題シリーズ２ 地球から森が消えていく 編／奈須紀幸・伊藤和明 ポプラ社  

環境とリサイクル  ものづくりと再生のしくみ  紙 監修／半谷高久 文／本間正樹   

地球の環境問題シリーズ１  大気汚染から地球をまもれ！編／奈須紀幸伊藤和明 ポプラ社  

地球の環境問題シリーズ３  人間のいのちをささえる土 編／八幡敏雄 ポプラ社  

森
林
破
壊
が
進
ん
で
い
る
国
の
一
つ
に
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
と
い
う
国
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は｢

違
法

伐
採｣
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
で
も
沢
山
の
熱

帯
雨
林
の
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
現
在
も
っ
と
も
違
法

伐
採
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
国
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
伐
採
木
材
の
７
３
％

が
違
法
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

で
は
違
法
伐
採
と
は
、
普
通
の
森
林
伐
採
と
ど
う
違

う
の
で
し
ょ
う
か
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
法
律
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
法
律
に
違
反
し
て
森
林

を
切
る
こ
と
を
違
法
伐
採
と
い
い
ま
す
。
取
り
締
ま
ろ

う
と
し
て
も
広
大
な
森
林
の
中
で
は
警
察
の
目
が
行
き

届
か
な
い
た
め
、
取
り
締
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

す
。 

 

違
法
伐
採
が
進
む
こ
と
で
森
林
破
壊
が
進
み
、
沢
山

の
問
題
が
お
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
例
え
ば
、
そ
こ
に

住
ん
で
い
る
住
民
は
森
林
と
一
緒
に
文
化
を
築
い
て
き

ま
し
た
。
森
林
破
壊
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
つ
み
の
な

い
人
た
ち
の
生
活
を
も
う
ば
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。 

 

こ
ん
な
大
き
な
問
題
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
る
違
法
伐

採
で
す
が
、
日
本
に
も
そ
ん
な
違
法
に
伐
採
さ
れ
た
木

材
が
、
家
具
や
紙
等
の
形
で
輸
入
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
わ
た
し
は
こ
の
問
題
を
知
っ
て
、
海
外
か
ら
輸
入

さ
れ
た
木
材
を
使
う
の
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
日
本

の
木
材
を
使
う
よ
う
に
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

木
を
大
切
に
し
て
い
く
心
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い

で
す
。 

具体的な森林問題の例をあげ、自分自身が森林とどのように関わっていくの

かが書かれている。  
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なかよし学級の実践 

生活単元学習指導案 

指導者   井辺 政夫  

     前川 裕美  

     佐藤 久子  

     池原 ひふみ  

 

日  時  平成 28 年 11 月 30 日（水）第３校時（10：45～11：30）  

学年・組  なかよし（在籍児童 23 名の内 8 名）  

場    所   なかよし教室①  

単   元  「買い物ごっこをしよう」  

                   

１．単元目標  

・  班の話し合いや活動に積極的に参加し、人とのコミュニケーションのしかたを身に

つける。 

・  順番を待ったり役割を交代したりしながら友だちと一緒に、楽しく活動することが

できる。  

・  日常生活の中で使えるように、人とのかかわり方、文字や数・お金の計算などそれ

ぞれの児童のニーズにあった活動をすることができる。  

 

２．指導にあたって 

 【児童観】 

    なかよし学級在籍の児童は、個々の障がいや発達段階が異なるため、課題も一人一人異

なっている。なかよし学級には算数の学習をしに来る児童が多いが、音読や漢字学習が苦

手だったり、人とのコミュニケーションがうまくとりにくかったりする児童もいる。  

なかよし学級での算数科の学習では、学年の単元にそって学習を進める児童と本人の

発達段階にあわせた課題を学習する児童がいる。それぞれの児童のニーズにあわせて、

算数の学習の他に音読・読解・漢字学習・百人一首・ことわざかるた・ソーシャルスキ

ルかるたなど織り交ぜた支援、指導をしてきた。２学期からは一人学習もできるように

「わくわくチャレンジ」として児童一人一人の課題に応じたプリントを１日２枚ずつ取

り組んでいる。個別学習では児童のニーズに合わせた内容をすることに加え、お金の絵

で計算したり教材用のお金のやりとりをしたりして学習を進めている。  

 

 【単元観】  

   本校は今年度「国語」を研究教科として取り組んでいる。算数科の学習でなかよし学

級にくる児童の中にも、計算問題は解けるが生活の中で使われるお金の計算は苦手とい

う児童がいる。そこで、国語科のことばの学習やソーシャルスキルを意識し、日頃は個

別学習に励んでいる児童に、班で話し合いながら楽しく学習できる内容を考え「買い物

ごっこをしよう」という単元を設定した。  

 

 【指導観】  

「買い物ごっこをしよう」の学習では、友だちの話をしっかり聞くことが苦手な児童も
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がんばれるように、二つに分けた少人数の班の中で、店番の順番や店の名前について話

し合いをさせたいと考えた。店の看板の準備の時も一人一役でできる活動を用意してい

くようにする。  

なかよし学級には、学習教具としてレジスターや教材用のお金もあり、それに関心を

示す児童もいる。買い物活動には自立した社会生活をしていく上で身につけていきたい

活動が多く含まれる。そこで、お客と店員になって活動することで買い物活動への興味

関心を高め、人とかかわるコミュニケーションの力を育むことにもつながると考えた。  

  また、話し合いの中で自分の意見や考えを伝えることが苦手な児童には、友だちの話

をしっかり聞いたり、班の中で司会役を務めたり、役割の分担や準備の手順など話し合

い活動をしたりすることで、話をすることへの自信や自己肯定感がもてるようにしたい。

そのため、司会用の話し方の見本や意見の伝え方のメモを用意したり支援者が見本を示

したりして児童が話しやすい環境を整え支援していく。司会役も順番にしていくように

配慮していく。  

さらに、なかよしの学習園でとれたじゃがいもを、ポテトチップスにしてお店屋さん

にすることで、児童が買い物ごっこを楽しく進んでとりくむ意欲付けになると考えた。

じゃがいもの調理については事前に行うが、衛生面に配慮し学習内容にあわせて作る量

は加減していく。  

本時では、学習の始めに個別学習「わくわくチャレンジ」をし、そのあと「買い物ご

っこをしよう」の活動をするように設定した。児童には、学習でやるということを意識

させたいので「買い物学習をしよう」と提示していく。  

 

３．学習指導計画（全３時間）  

次  時  学習活動  支援のあり方  

Ⅰ  

 

１  

 

 

 

２  

本  

時  

 

３  

○ 買い物学習をすることを知り  

そのやり方の説明を聞く。  

○ 店員とお客の言葉やお金のや  

りとりの練習をする。  

○班に分かれ、店の開店準備に向

けて話し合い活動をする。  

 

○ 店の名前や値段などを紙に書  

いて貼っていく  

○ お店の準備をし、役割を交代  

しながら買い物活動をする。  

○ 買い物学習を振り返る。  

・ ２つの班をつくりそれぞれのお店を自分

たちで協力しあって準備することが理解で

きるようにする。  

 

・ 話し合いがスムーズに進行するように、

司会役を決め進行表や伝え方メモを用意す

る。  

・ 一人一役があるように活動内容を考え用

意する。  

・ ルールや役割などを掲示し見通しがもて

るようにする。  

・ 協力できたことを振り返り、みんなで活

動する楽しさに気づかせる。  

 

・買い物ごっこの概要 

・ポテトチップスのお店を２店開く。 

  ・前半後半で店員とお客の役割を交代する。 

  ・ポテトチップス１枚１０円。１回に３枚まで買える。 

  ・買い物のお金は一人５０円。 

  ・両方のお店に買い物に行く。 
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４．本時の学習 

① 本時の目標 

  ・協力して買い物学習の準備をすることができる。 

・友だちの話をしっかり聞いたり、自分の考えを伝えたりすることができる。  

 

  ② 本時の展開 

 学習活動 ★発問 ◎助言 ○指示 ▼支援  

１．個別学習をする。  

・ 「わくわくチャレ

ンジ」に取り組む。 

 

２．本時の買い物学習のや

り方とめあてを確認す

る。  

 

 

 

３．２班に分かれ、話し合

い活動をする。  

  

 

 

 

 

 

 

４．店の看板の準備をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．店員やお客のセリフの

練習をしたり、お金のや

りとりの練習をしたり

する。  

 

６．グループで協力できた

かを振り返り、次時の予

告を聞く。  

 

○「わくわくチャレンジ」の後「買い物学習」（準備・本番）

することを伝える。 

▼それぞれに必要な声かけや支援をしていく。  

 

○買い物学習のやり方やめあてを全員で読んで確かめさせ

る。 

▼板書や掲示物を活用していく。 

 

 

 

○役割をきめたり準備の仕事の分担を決めたりさせる。  

▼司会役には進行表を用意し話合いがスムーズに進むよう支

援していく。  

▼自分の考えを言葉で伝えにくいときは、書いて用意したメ

モを利用するようにする。 

▼友だちの話をしっかり聞くように声かけする。 

 

 

 

▼必要な準備物を用意しておく。 

○店の名前、商品名や値段また広告などを書いたり貼ったり

させる  

○字は鉛筆で下書きしてからマジックで書くようにさせる。  

▼一人一役できるようにする。  

▼おつりを準備する。 

○自分の役割が終わったら、友だちのところを手伝ったり店

を整えたり協力しあうようにさせる。 

 

▼セリフカードを用意しておく。 

○５０円玉と１０円玉で買い物のやりとりを練習させる。 

 

 

 

○グループ活動でがんばったことやよかったことを評価し次

時の活動に意欲をもたせる。 

 

 

班で協力して買い物学習の準備をしよう。  
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  （本時の板書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．指導を終えて 

（１）本実践の考察  

 本実践では児童の一人一人の発達段階やニーズにあわせて支援方法を考えるようにした。

たとえば話し合いに慣れるために、まず意見交流を行った。そこでは、順に司会役を決め、

進め方の台本を用意して練習した。テーマは「好きな食べ物」「乗ってみたい乗り物」など自

分の考えを言いやすいと思えるものにした。質問されてすぐに答えるのが難しい児童の場合

は、楽しく参加し進行がスムーズにいくように事前に、個別に質問して答えを考えさせ、発

表できるようにした。「今から話し合いを始めます。きょうのテーマは・・」など台本を見な

くても言えるようになった児童もいた。その結果、本番でも台本のセリフカードがあること

で司会担当の児童が自信をもって進めることができていた。  

話し合う内容は、役割の順番と店の名前  

を決めることとした。記録用紙は磁石が付  

くホワイトボードに貼り、役割が決まった  

ところに磁石の名前カードを置くようにし  

たので進行がスムーズにできた。（資料①）                   役割の         

役割の番が決まった時に役割の名前シール  

を服に貼るようにしたので、本人も周りも  

役割が確認できよかった。店の名前を決め  

るところでは提案された名前をつないで店  

名に決めている班があった。店名は少し長  

くなったがお互いの考えを取り入れてうま  

く折り合いをつけることができていた。一方の班ではじゃんけんで決めていた。  

看板書きでは、一人に一つ役割があたるようにし

た。どれにしようかとなかなか決まらない児童もい

たが、やり始めるとそれぞれに宣伝文句を考えて書

いたりマジックの色をかえたり楽しく活動する場面

が見られた。（資料②）文字を早く書き終えた児童に

は、挿し絵を描こうと声かけし、できた看板を四つ

切の画用紙一枚にまとめて貼り、店用の机の前に掲

示するようにした。  

 

（資料② 看板書き）  

（資料① 記録用紙）  
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また、めあてに「協力して」という言葉を使ったが、「協力する」  

ということばがまだわかりにくい児童もいるので、「使うといい言  

葉」（あったか言葉）「よくない言葉」（ちくちく言葉）を伝えて、  

あったか言葉をいっぱい使おうと促した。 (資料③ )日頃は聞こえて           

くるちくちく言葉はあまり聞こえず、準備の学習の終わりで振り返りをし  

た時も、児童の多くはがんばれたと挙手していた。  

 次時では、実際にポテトチップスを使い、お店を２店開き買い  

物ごっこをした。学習園で収穫したじゃがいもを当日の朝にスラ  

イスしてポテトチップスを用意した。食べることがメインではな （資料③使うといい言葉）  

いので、１枚 10 円一人 5 枚までと設定した。お客の児童が二つの店に買い物に行けるよう

に１回に買えるのは３枚までとした。50 円玉で始めることでおつりのやりとりもできるよう

にした。児童は実際にポテトチップスが食べられるということで、張り切って店員やお客の

役に取り組む姿がみられた。室内に手洗い場があり、手洗いやマスク・帽子の着用もスムー

ズにできた。  

また、店員とお客のセリフカードやおつりの早見表も用意し、

必要な児童の支援を進めた。児童はセリフカードを利用したり店

員になりきってアドリブでお客の対応をしたりしていた。 (資料

④ )また、見にこられていた先生方にも 50 円をもって買い物に参

加していただいた。「５枚ください」と言われて「３枚までです」

と返事したり、「おまけして」といわれてサービスしようとしたり、

マニュアル以外のセリフにも上手に対応している児童も見られた。

日頃は同時に８人で活動する機会が少ないので児童にとっては貴

重な交流の場にもなり、いつも以上にコミュニケーションの力を

育むよい機会とすることができた。  

 本実践は３時限目４時限目と続けて行った。休み時間は確保して取り組んだが、おわりの

反省のところで集中力がきれてきた児童がいたが、最後までよくがんばっていた。  

 

６．成果と課題 

  ● 準備で司会のやり方を練習したり挙手をしたりじゃんけんをしたりメモを用意した

りすることで、どの子も参加することができた。  

  ● 話し合い活動や買い物ごっこなどのいろいろな場面で人とのコミュニケーションの

場ができ交流することができた。  

  ● 協力する時に使うといい言葉を意識させ、友だちと一緒に楽しく活動することがで

きた。  

  ● 文字や数・お金の計算、対人関係などそれぞれのニーズにあった活動をすることが

できた。  

  ▲ 振り返りのところで意見を言えずに終わってしまった児童に対して、意見を引き出

す手立てが必要だった。  

  ▲ お金の計算や対話の力など児童によって課題が違うので、一人一人どの課題に重点

をおいているかを明確にし、それぞれのニーズにあう対応をさらに考えていく必要が

ある。  

  ▲ 机に座っての個別学習とともに、話し合い活動や体験型学習など小集団での活動を

今後も進めていく必要がある。  

 

 

 

（資料④店員の様子）  
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進行表  

 

 

 

 

 

 

セリフカード  

 

 

 

 

 

 

前半・後半の紙             料金早見表  
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Ⅴまとめと今後の課題 

以下の点に児童の高まりを見出すことができた。  

○ 学校全体で話型とハンドサインを統一した。学年が進んでも、話し合いのルールや話し

合いの進め方が継続していくことで、話し合いに抵抗なく参加することができた。また、

それにより、互いの意見の違うところや同じところが明確になり、全体交流の場でも、

活発に意見を交流することができた。また、ペアトークでの交流の仕方のルールを設け、

それを指導していくことで、ペア内でも教え合いがあったり、自他の意見の共通点や相

違点に気付きやすくなったりした。  

 

○ １年生のボーン図、２年生のＹチャート、５年生のＸチャート、６年生のコンセプトマ

ップなど、シンキングツールを使う学習に取り組んだ。これにより、文章の順序や構成

に気付くことができたり、分類して自分の意見をまとめたり、情報を関連付けて構造化

したりするなど、自分の考えを「見える化」することができた。その結果、自信をもっ

て自分の考えを表出することができた。  

 

○ 児童の興味関心を高めるために、学習計画を工夫した。１年生の「のりものブック」２

年生の「どうぶつのひみつブック」、３年生の「かくし絵事典」、４年生の「筆者の技探

し」、５年生の「ブックトーク」、６年生の「ＲＥＣ」など、児童が「自分もやりたい」

と意欲をもって活動することができた。  

 

○ 常に本文に戻って考えるようにすることで、児童は、本文の言葉をじっくりと読み、内

容を共有することができるようになってきた。また、児童は、本文の言葉を根拠とし、

理由をつけて考えを述べることができるようになってきた。このような力は、他の学習

場面にも広がりが見られるようになった。  

 

○ 毎時間の終わりには、自己評価を行うようにした。自己評価を指導者が見ることで、評

価の低い児童に対しては、個別に指導をするなど、指導の手掛かりとして用いることが

できた。また、個別に声掛けをすることにより、自己評価がよくなってきた児童は、よ

り意欲的に学習に取り組むことができた。  

 

 

今後の課題は、次の 2 点である。  

○ 図書が計画的に活用できるよう、各学年で計画を立てたが、児童にとって扱いにくい図

書もあったので、どのような本を、どう読ませていくのかという点について、さらに検

討していく必要がある。  

 

○ シンキングツールの活用により、自他の考えを可視化し、意見をしっかりと把握できる

ようになった。これからも、他の教科や他の単元などで、活用できるように有効な活用

の場の開発に取り組む。  

 


